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本日お話しすること

1. 試験機1号機（TF1）失敗原因究明の結果と対策
1.1 直接要因と対策
1.2 背後要因と対応
1.3 信頼性向上

2. 試験機2号機（TF2）のミッション
2.1 ミッション概要
2.2 機体形態

3. TF2に向けた準備状況
3.1 TF1からの反映状況
3.2 LE-9エンジン（Type1A）の開発状況
3.3 射場での準備状況

4. 今後の予定

【参考】JAXAホームページでの情報発信
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1. TF1失敗原因究明の結果と対策
1.1 直接要因と対策

 TF1打上げ結果の概要

 2023年3月7日10時37分55秒に、TF1を打ち上げた。

 第2段エンジンが着火しなかったことにより、所定の軌道に投入できる見込みがないことから
10時51分50秒にロケットに指令破壊信号を送出し、打上げに失敗した。

 ロケットは第1段・第2段分離まで、計画どおり飛行した。

 打上げ失敗にかかる原因究明活動の概要

 理事長を本部長とするH3ロケット試験機1号機対策本部を立ち上げ、そのもとでOBを含む
JAXAの専門家で構成する原因究明チームが、三菱重工業（株）の原因究明チームと連携し
原因究明活動を実施した。

 第2段エンジンの不着火をトップ事象に故障の木解析（FTA）を展開した。

 TF1のフライトデータ詳細確認、製造記録詳細確認、追加試験・解析等によりFTAで残る要
因、故障シナリオの絞り込みを実施した。

 次ページ以降に、絞り込んだ3個の故障シナリオおよび対策を示す。
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1. TF1失敗原因究明の結果と対策
1.1 直接要因と対策

 3個の故障シナリオおよび各々についての対策

① エキサイタ内部で軽微な短絡、着火信号後に完全に短絡【H-IIAロケット共通要因】

• エキサイタの製造時に短絡や地絡を生じやすい状態にあり、打上げ時の振動や1/2段分離時の衝撃に

よってエキサイタ内部で軽微な短絡・地絡状態となり、着火信号（エキサイタへの通電）後に完全に短絡・
地絡し、過電流を発生

• 対策：エキサイタ内部の電気部品の絶縁強化およびX線CT検査強化を実施

② エキサイタへの通電で過電流状態が発生【H-IIAロケット共通要因】

• 地上点検時、エキサイタ内部のトランジスタに絶対最大定格以上の電圧が印加されており、その繰り返し
によって当該トランジスタの電圧耐性が低下。フライト中の着火信号（エキサイタへの通電）によってトラン
ジスタに電圧が印加され、電気的発振動作を開始した直後、トランジスタが定格以上の電圧に耐えきれ
ず短絡し、過電流を発生

• 対策：トランジスタに印加される電圧が定格内となるように部品選別を実施

③ PSC2 A系内部での過電流、その後B系への伝搬【H3ロケット固有要因】

• フライト中の環境等により、PSC2 A系降圧回路の一部の部品が故障。着火信号（エキサイタへの通電）
の瞬間に生じる過渡的な電気変化と当該故障に伴い、A系降圧回路のフィードバック制御が不安定とな
り、駆動電源電圧の上昇で定電圧ダイオードが短絡し、過電流を発生。その後、短絡電流がA系リター
ンラインからB系リターンラインに分流し、B系リターンラインの電位が変動した結果、B系電圧モニタオペア
ンプ 出力が異常となり、駆動電源電圧の上昇でB系の定電圧ダイオードも短絡し、過電流を発生

• 対策：A系/B系双方の定電圧ダイオードを削除



V-CON2B
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2段機器搭載エリア（スラストコーン）
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1. TF1失敗原因究明の結果と対策
1.1 直接要因と対策

【参考】 基本動作
① 2段機体制御コントローラ（V-CON2A/2B）が1段/2段分離を検知
② その後、2段推進系コントローラ（PSC2）へ2段エンジンの着火信号（SEIG）を出力
③ PSC2はそれを受けて2段エンジンのコントロールボックス（ECB）へSEIGを出力
④ ECBがSEIGを受けた後、ニューマティックパッケージ（PNP）に駆動を指示
⑤ PNPは指示に基づき、各エンジンバルブおよび点火器のエキサイタスパークプラグを駆動

2段エンジン

ECB

PNP

PNP： エンジンバルブ駆動用ヘリウムガスの供給や点火器エキサイタ
スパークプラグの駆動を制御する装置

ソレノイド： エンジンの各バルブの駆動に必要なヘリウムガス(GHe)を供給
する電磁弁（ソレノイドバルブ）

エキサイタ： エンジン点火器のエキサイタスパークプラグ

信号

電力

2段エンジン制御接続系統図
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1. TF1失敗原因究明の結果と対策
1.1 直接要因と対策

【参考】 駆動電源回路の概念
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【参考】 H3ロケットとH-IIAロケットの電気系統の違い

 H3ロケット：第2段の制御系を冗長構成（A系/B系）

 H-IIAロケット：機器はシングル構成であるが、機器間のラインは冗長。電力分配器（PDB2）に電
圧・電流の異常検知機能はない

2段エンジン制御接続系統図（H3）

1. TF1失敗原因究明の結果と対策
1.1 直接要因と対策
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2段エンジン制御接続系統図（H-IIA）
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1. TF1失敗原因究明の結果と対策
1.2 背後要因と対応

 1.1項で示した3個のシナリオに対し、なぜなぜ分析を実施し、背後要因を識別した。

 背後要因分析① エキサイタ内部で軽微な短絡、SEIG後に完全に短絡

• H-II以来の実績を重視したことや、製造後の運用段階で状態（設計上狭い部品間の隙間）が変わらないと
考えたため、製造/検査や設計に対する対策を行うことがなかった。

 背後要因分析② エキサイタへの通電で過電流状態が発生

• 基本的な設計および製造工程（※）がH-II以前に確立され、運用し続けている電気系機器をH3に適用する
際に、部品適合性評価に不足が無いかの確認がなかった。                                     （※）計測技術を含む

 背後要因分析③ PSC2 A系内部での過電流、その後B系への伝搬

• システム異常時の挙動において起こり得る事象に対し、下流機器を保護する目的で設置している部品（安
全装置）が耐性を有するかの確認が完全でなかった。



 識別した背後要因から導かれる以下の視点からの確認を、Ｈ3ロケットを含めた今後のロ
ケット開発に反映する。

① H-IIロケットから使い続けている機器に対し、製造しにくさ等により不具合ポテンシャルが内在して
いるものがないか確認する。

② H-IIロケット以前に基本的な設計を確立し運用し続けている電気系機器に対し、開発時に評
価した部品の適合性評価を再確認し、評価に不十分な点がないか確認する。

③ 通常の動作では機能しない安全装置が故障した結果、ミッションクリティカルな不具合につなが
る可能性のあるものについて、起こりうる事象に耐性を有するか、安全装置の設計/検証の妥当
性を確認する。
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1. TF1失敗原因究明の結果と対策
1.2 背後要因と対応



1. TF1失敗原因究明の結果と対策
1.3 信頼性向上

 TF1の打上げ失敗の直接的な要因ではないものの、原因究明活動を進める中で、H3
ロケットの信頼性向上に資する改善点を抽出した。H3ロケットの信頼性を向上させ、よ
り運用しやすいロケットとしていくための活動として、以下の取り組みを進める。

 H3ロケットの計測データ充実化

• 打上げ前の検証やフライト中に過電流または過電圧事象が発生した場合に原因究明が容易
になるよう、伝送量制約の中で取得データを最適化

» 2段エンジン駆動電源電圧等の取得レート向上、高速サンプリング用電流センサ等の追加

 H3ロケットの冗長切り替えロジック改善

• 冗長系設計の思想は損なわない範囲でミッション継続の可能性を向上

» B系の過電流検知/遮断機能は、異常を検知してから遮断までの時間を従来の8msから1s（正常動作が
維持可能な時間まで状態を保持）に延長

» 重複している検知遮断機能の削除（ PSC2内制御系の過電流検知/遮断機能）

 上述の取り組みに加え、今後のロケット開発の確実化を図るための活動として、「ロケット
電気系開発の強化」を進める。
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2. TF2のミッション
2.1 ミッション概要

 概要

 先進光学衛星（ALOS-3）を搭載したTF1の打上げ失敗を受け、衛星喪失リスクに伴う影響
を考慮するとともに、早期のフライト実証により、今後の打上げ計画への影響を最小化する。

 このため、TF1のミッション解析結果を最大限活用できる機体形態（TF1と同じH3-22S※1）とし、
ペイロードにはALOS-3と同等の質量特性をもつ性能確認用ペイロードを搭載し、軌道投入
（SECO1 ※ 2）までの飛行経路はTF1と同様とした。

 メインミッションであるH3ロケットの軌道投入を実現し、飛行実証によりH3ロケット開発の妥当
性を検証する。また、小型副衛星2基(CE-SAT-IE/TIRSAT)に対して、軌道投入の機会を提
供する。

※1：LE-9エンジン2基、固体ロケットブースタ(SRB-3)2本、ショートフェアリングの機体形態
※2：2段エンジン第1回エンジン燃焼停止

 ロケットおよびペイロードの名称および機数

 ロケット ： H3ロケットTF2(H3-22S) 1機
 ペイロード ： ロケット性能確認用ペイロード（VEP-4※3） 1基

： 小型副衛星（CE-SAT-IE） 1基
： 小型副衛星（TIRSAT） 1基

※3：Vehicle Evaluation Payload-4の略
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2. TF2のミッション
2.1 ミッション概要

【参考】 TF1の実証結果

 1/2段分離まで飛行実証

 2段フェーズ以降についてはエンジン不着火により未実証 ◎ 実証必須項目
○ データ取得項目

カウントダウン タンク加圧特性 ◎ 熱電池起動 ◎
(ホールドダウン事前退避） ホールドダウン解除 ◎
LE-9着火 LE-9始動 ◎ 1段ACT耐荷性能 ◎
SRB-3点火
リフトオフ

SRB-3点火 アンビリカル離脱 ◎
オーバープレッシャ
リフトオフ音響環境

◎

LE-9*1/SRB-3定常燃焼 定常燃焼性能
遷音速時音響環境
プルーム加熱
空力加熱

◎
1段ACTによるLE-9舵角
制御特性

◎

SRB-3燃焼終了 燃焼停止特性 SRB-3燃焼終了検知 ◎
SRB-3分離 ◎
フェアリング分離 フェアリング分離特性 ◎

LE-9燃焼終了
推進薬枯渇検知性能
LE-9停止

◎ 最大静加速度 ◎

1/2段分離 1/2段分離特性 ◎

LE-5B-3初回着火
予冷特性
LE-5B-3始動
タンク過渡加圧

◎

LE-5B-3定常燃焼
LE-5B-3定常性能
タンク圧制御特性

◎
2段ACTによるLE-5B-3
舵角制御特性

◎

◎

LE-5B-3燃焼終了 LE-5B-3停止 ◎
衛星分離 PAF作動 ◎ 軌道投入精度 ◎

コースティング
低G環境での推薬保持
軌道上熱環境における
推薬蒸発特性

○
低加速度環境
軌道上外部入熱

○

LE-5B-3再着火
（100%推力）

液面挙動
予冷特性
LE-5B-3始動
タンク過渡加圧

◎

LE-5B-3定常燃焼
LE-5B-3定常性能
タンク圧制御特性

◎
2段ACTによるLE-5B-3
舵角制御特性

◎

LE-5B-3燃焼終了
LE-5B-3停止
停止インパルス

◎

第2段落下
推定落下
点評価

◎

液体エンジン・推進系 固体ブースタ 構造・分離 環境（衛星・

*1　Type1エンジン

電
波
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ン
ド
・
テ
レ
メ
ー
タ
）
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測

位
置
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測

◎
◎

◎
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電気・誘導制御 設備

◎

LE-9定常性能
タンク圧制御特性
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1
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TF1失敗反映

																																				◎		実証必須項目 ジッショウ ヒッス コウモク

																																				○		データ取得項目 シュトク コウモク

		イベント				確認すべき機能・性能 カクニン キノウ セイノウ

						液体エンジン・推進系 エキタイ スイシン ケイ				固体ブースタ コタイ				構造・分離 コウゾウ ブンリ				環境（衛星・
　ロケット機体） カンキョウ エイセイ キタイ				電気・誘導制御 デンキ ユウドウ セイギョ																設備 セツビ

				カウントダウン		タンク加圧特性 カアツ トクセイ		◎														熱電池起動 ネツ デンチ キドウ		◎

				(ホールドダウン事前退避） ジゼン タイヒ										ホールドダウン解除 カイジョ		◎

				LE-9着火 チャッカ		LE-9始動 シドウ		◎														1段ACT耐荷性能 ダン タイカ セイノウ		◎																		射点ダメージ
（号機間保全） シャ テン ゴウキ カン ホゼン		◎

				SRB-3点火
リフトオフ テンカ		LE-9定常性能
タンク圧制御特性		◎		SRB-3点火 テンカ		◎		アンビリカル離脱 リダツ		◎		オーバープレッシャ
リフトオフ音響環境 オンキョウ カンキョウ		◎										飛行経路 ヒコウ ケイロ		◎
→△（1段フェーズのみ◎） ダン		射点近傍位置速度計測 シャ テン キンボウ イチ ソクド ケイソク		◎		電波リンク
（コマンド・テレメータ） デンパ		◎
→△（1段フェーズのみ◎）

		1段フェーズ ダン		LE-9*1/SRB-3定常燃焼 テイジョウ ネンショウ						定常燃焼性能 テイジョウ ネンショウ セイノウ								遷音速時音響環境
プルーム加熱
空力加熱 セン オンソク ジ オンキョウ カンキョウ カネツ クウリキ カネツ		◎		1段ACTによるLE-9舵角制御特性 ダン ダカク セイギョ トクセイ		◎

				SRB-3燃焼終了 ネンショウ シュウリョウ						燃焼停止特性 ネンショウ テイシ トクセイ												SRB-3燃焼終了検知 ネンショウ シュウリョウ ケンチ		◎										位置速度計測 イチ ソクド ケイソク		◎
→△（1段フェーズのみ◎）

				SRB-3分離 ブンリ						SRB-3分離特性 ブンリ トクセイ						◎

				フェアリング分離 ブンリ										フェアリング分離特性 ブンリ トクセイ		◎

				LE-9燃焼終了 ネンショウ シュウリョウ		推進薬枯渇検知性能
LE-9停止 スイシン ヤク コカツ ケンチ セイノウ テイシ		◎										最大静加速度 サイダイ セイ カソクド		◎

				1/2段分離 ダン ブンリ										1/2段分離特性 ダン ブンリ トクセイ		◎

		2段フェーズ ダン		LE-5B-3初回着火 ショカイ チャッカ		予冷特性
LE-5B-3始動
タンク過渡加圧 ヨレイ トクセイ シドウ カト カアツ		◎																		RCS（ガスジェット）作動特性 サドウ トクセイ		◎
→×

				LE-5B-3定常燃焼 テイジョウ ネンショウ		LE-5B-3定常性能
タンク圧制御特性 テイジョウ セイノウ アツ セイギョ トクセイ		◎														2段ACTによるLE-5B-3舵角制御特性		◎
→×

				LE-5B-3燃焼終了 ネンショウ シュウリョウ		LE-5B-3停止 テイシ		◎

				衛星分離 エイセイ ブンリ										PAF作動 サドウ		◎
→×						軌道投入精度 キドウ トウニュウ セイド		◎
→×

				コースティング		低G環境での推薬保持
軌道上熱環境における推薬蒸発特性 テイ カンキョウ スイ ヤク ホジ キドウジョウ ネツ カンキョウ スイ ヤク ジョウハツ トクセイ		○
→×										低加速度環境
軌道上外部入熱 テイ カソクド カンキョウ キドウジョウ ガイブ ニュウネツ		○
→×

		制御再突入 セイギョ サイトツニュウ		LE-5B-3再着火
（100%推力） サイ チャッカ スイリョク		液面挙動
予冷特性
LE-5B-3始動
タンク過渡加圧 ヨレイ トクセイ シドウ カト カアツ		◎
→×

				LE-5B-3定常燃焼 テイジョウ ネンショウ		LE-5B-3定常性能
タンク圧制御特性 テイジョウ セイノウ アツ セイギョ トクセイ		◎→×														2段ACTによるLE-5B-3舵角制御特性 ダン ダカク セイギョ トクセイ		◎
→×

				LE-5B-3燃焼終了 ネンショウ シュウリョウ		LE-5B-3停止
停止インパルス テイシ テイシ		◎→×

				第2段落下 ダイ ダン ラッカ																																		推定落下点評価 スイテイラッカテン ヒョウカ		◎
（指令破壊により達成） シレイハカイ タッセイ

				*1　Type1エンジン



2号機で実証出来ない範囲



TF2飛行実証計画 (開発完了３) 

		イベント				確認すべき機能・性能 カクニン キノウ セイノウ

						液体エンジン・推進系 エキタイ スイシン ケイ		固体ブースタ コタイ		構造・分離 コウゾウ ブンリ		環境（衛星・
　ロケット機体） カンキョウ エイセイ キタイ		電気・誘導制御 デンキ ユウドウ セイギョ								設備 セツビ

				カウントダウン		タンク加圧特性 カアツ トクセイ								熱電池起動 ネツ デンチ キドウ

				LE-9着火 チャッカ		LE-9始動 シドウ								1段ACT耐荷性能 ダン タイカ セイノウ										射点ダメージ
（号機間保全） シャ テン ゴウキ カン ホゼン

				ホールドダウン解除 カイジョ		LE-9定常性能
タンク圧制御特性
 テイジョウ セイノウ アツ セイギョ トクセイ				ホールドダウン解除 カイジョ

				SRB-3点火
リフトオフ テンカ				SRB-3点火 テンカ		アンビリカル離脱 リダツ		オーバープレッシャ
リフトオフ音響環境 オンキョウ カンキョウ						飛行経路 ヒコウ ケイロ		射点近傍位置速度計測 シャ テン キンボウ イチ ソクド ケイソク		電波リンク
（コマンド・テレメータ） デンパ

		1段フェーズ ダン		LE-9/SRB-3定常燃焼*1 テイジョウ ネンショウ				定常燃焼性能 テイジョウ ネンショウ セイノウ				遷音速時音響環境
プルーム加熱
空力加熱 セン オンソク ジ オンキョウ カンキョウ カネツ クウリキ カネツ		1段ACTによるLE-9舵角制御特性 ダン ダカク セイギョ トクセイ

				SRB-3燃焼終了 ネンショウ シュウリョウ				燃焼停止特性 ネンショウ テイシ トクセイ						SRB-3燃焼終了検知 ネンショウ シュウリョウ ケンチ						位置速度計測 イチ ソクド ケイソク

				SRB-3分離 ブンリ				SRB-3分離特性 ブンリ トクセイ

				(LE-9スロットリング*1)		(LE-9スロットリング作動) サドウ

				フェアリング分離 ブンリ						フェアリング分離特性 ブンリ トクセイ

				LE-9燃焼終了 ネンショウ シュウリョウ		推進薬枯渇検知性能
LE-9停止 スイシン ヤク コカツ ケンチ セイノウ テイシ						最大静加速度 サイダイ セイ カソクド

				1/2段分離 ダン ブンリ						1/2段分離特性 ダン ブンリ トクセイ

		2段フェーズ ダン		LE-5B-3初回着火 ショカイ チャッカ		予冷特性
LE-5B-3始動
タンク過渡加圧 ヨレイ トクセイ シドウ カト カアツ										RCS（ガスジェット）作動特性 サドウ トクセイ

				LE-5B-3定常燃焼 テイジョウ ネンショウ		LE-5B-3定常性能
タンク圧制御特性 テイジョウ セイノウ アツ セイギョ トクセイ								2段ACTによるLE-5B-3舵角制御特性

				LE-5B-3燃焼終了 ネンショウ シュウリョウ		LE-5B-3停止 テイシ

				衛星分離 エイセイ ブンリ						PAF作動 サドウ				軌道投入精度 キドウ トウニュウ セイド

				コースティング		低G環境での推薬保持
軌道上熱環境における推薬蒸発特性 テイ カンキョウ スイ ヤク ホジ キドウジョウ ネツ カンキョウ スイ ヤク ジョウハツ トクセイ						低加速度環境
軌道上外部入熱 テイ カソクド カンキョウ キドウジョウ ガイブ ニュウネツ

		デブリ防止(高度変更) ボウシ コウド ヘンコウ		LE-5B-3再着火 サイ チャッカ		液面挙動
予冷特性
LE-5B-3始動
タンク過渡加圧 ヨレイ トクセイ シドウ カト カアツ

				LE-5B-3アイドル燃焼		LE-5B-3定常性能
タンク圧制御特性 テイジョウ セイノウ アツ セイギョ トクセイ								2段ACTによるLE-5B-3舵角制御特性 ダン ダカク セイギョ トクセイ

				LE-5B-3燃焼終了 ネンショウ シュウリョウ		LE-5B-3停止
停止インパルス テイシ テイシ









TF1飛行実証計画 (開発完了３)

																																				◎		実証必須項目 ジッショウ ヒッス コウモク

																																				○		データ取得項目 シュトク コウモク

		イベント				確認すべき機能・性能 カクニン キノウ セイノウ

						液体エンジン・推進系 エキタイ スイシン ケイ				固体ブースタ コタイ				構造・分離 コウゾウ ブンリ				環境（衛星・
　ロケット機体） カンキョウ エイセイ キタイ				電気・誘導制御 デンキ ユウドウ セイギョ																設備 セツビ

				カウントダウン		タンク加圧特性 カアツ トクセイ		◎														熱電池起動 ネツ デンチ キドウ		◎

				(ホールドダウン事前退避） ジゼン タイヒ										ホールドダウン解除 カイジョ		◎

				LE-9着火 チャッカ		LE-9始動 シドウ		◎														1段ACT耐荷性能 ダン タイカ セイノウ		◎																		射点ダメージ
（号機間保全） シャ テン ゴウキ カン ホゼン		◎

				SRB-3点火
リフトオフ テンカ		LE-9定常性能
タンク圧制御特性		◎		SRB-3点火 テンカ		◎		アンビリカル離脱 リダツ		◎		オーバープレッシャ
リフトオフ音響環境 オンキョウ カンキョウ		◎										飛行経路 ヒコウ ケイロ				射点近傍位置速度計測 シャ テン キンボウ イチ ソクド ケイソク		◎		電波リンク
（コマンド・テレメータ） デンパ		◎

		1段フェーズ ダン		LE-9*1/SRB-3定常燃焼 テイジョウ ネンショウ						定常燃焼性能 テイジョウ ネンショウ セイノウ								遷音速時音響環境
プルーム加熱
空力加熱 セン オンソク ジ オンキョウ カンキョウ カネツ クウリキ カネツ		◎		1段ACTによるLE-9舵角制御特性 ダン ダカク セイギョ トクセイ		◎

				SRB-3燃焼終了 ネンショウ シュウリョウ						燃焼停止特性 ネンショウ テイシ トクセイ												SRB-3燃焼終了検知 ネンショウ シュウリョウ ケンチ		◎										位置速度計測 イチ ソクド ケイソク		◎

				SRB-3分離 ブンリ						SRB-3分離特性 ブンリ トクセイ						◎

				フェアリング分離 ブンリ										フェアリング分離特性 ブンリ トクセイ		◎

				LE-9燃焼終了 ネンショウ シュウリョウ		推進薬枯渇検知性能
LE-9停止 スイシン ヤク コカツ ケンチ セイノウ テイシ		◎										最大静加速度 サイダイ セイ カソクド		◎

				1/2段分離 ダン ブンリ										1/2段分離特性 ダン ブンリ トクセイ		◎

		2段フェーズ ダン		LE-5B-3初回着火 ショカイ チャッカ		予冷特性
LE-5B-3始動
タンク過渡加圧 ヨレイ トクセイ シドウ カト カアツ		◎																		RCS（ガスジェット）作動特性 サドウ トクセイ		◎

				LE-5B-3定常燃焼 テイジョウ ネンショウ		LE-5B-3定常性能
タンク圧制御特性 テイジョウ セイノウ アツ セイギョ トクセイ		◎														2段ACTによるLE-5B-3舵角制御特性		◎								◎

				LE-5B-3燃焼終了 ネンショウ シュウリョウ		LE-5B-3停止 テイシ		◎

				衛星分離 エイセイ ブンリ										PAF作動 サドウ		◎						軌道投入精度 キドウ トウニュウ セイド		◎

				コースティング		低G環境での推薬保持
軌道上熱環境における推薬蒸発特性 テイ カンキョウ スイ ヤク ホジ キドウジョウ ネツ カンキョウ スイ ヤク ジョウハツ トクセイ		○										低加速度環境
軌道上外部入熱 テイ カソクド カンキョウ キドウジョウ ガイブ ニュウネツ		○

		制御再突入 セイギョ サイトツニュウ		LE-5B-3再着火
（100%推力） サイ チャッカ スイリョク		液面挙動
予冷特性
LE-5B-3始動
タンク過渡加圧 ヨレイ トクセイ シドウ カト カアツ		◎

				LE-5B-3定常燃焼 テイジョウ ネンショウ		LE-5B-3定常性能
タンク圧制御特性 テイジョウ セイノウ アツ セイギョ トクセイ		◎														2段ACTによるLE-5B-3舵角制御特性 ダン ダカク セイギョ トクセイ		◎

				LE-5B-3燃焼終了 ネンショウ シュウリョウ		LE-5B-3停止
停止インパルス テイシ テイシ		◎

				第2段落下 ダイ ダン ラッカ																																		推定落下点評価 スイテイラッカテン ヒョウカ		◎

				*1　Type1エンジン





主なシステム試験項目

		No.				系 ケイ		検証要素 ケンショウ ヨウソ		TF1前（LE-9　3基形態）								TF1		TF2前（LE-9　2基形態）								TF2		備考

				システム						CFT				GTV		特別点検				CFT				GTV		特別点検

										F-0		T-0		32形態				30形態 ケイタイ		F-0		T-0		不実施 フ ジッシ				形態 ケイタイ

		1		全系				制御・シーケンス（LCS）		○		○		○						○		○		○				◎		MEIGまでのシーケンスはGTVにて確認する。（MEIG以降の制御権は機体側） カクニン イコウ セイギョ ケン キタイ ガワ

		2						VOS						◎				◎						○				◎		SRB-3本数の差異を検証必要であるが、GTVはTF1前のみ32形態で実施し、24形態はTF2VOSの中で検証する。

		3		ロケット		構造		環境条件（音響・振動・熱)				◎						◎				◎						◎		LE-9　2基形態／3基形態でエンジン台数、エンジン配置、プルーム状況、音響パワーが異なるため両形態でT-0が必要。テストフライトでも検証要。 キ ケイタイ キ ケイタイ ダイスウ ハイチ ジョウキョウ オンキョウ コト リョウ ケイタイ ヒツヨウ ケンショウ ヨウ

		4						衛星環境（フェアリング内環境）				○						◎				○						◎		テストフライトで検証要。 ケンショウ ヨウ

		5						荷重（地上風応答）		○		○		○				○		○		○		○				○

		6						入熱（タンク入熱）		○		○		○				◎		○		○		○				◎

		7						全機振動（モーダルサーベイ）								◎														32形態で実施。 ケイタイ ジッシ

		8				電気		電力制御（電池負荷）				◎						◎				◎						◎		LE-9　2基形態／3基形態でエンジン電気系コンポーネント個数が異なるため両形態での確認が必要。 キ ケイタイ キ ケイタイ デンキ ケイ コスウ コト リョウ ケイタイ カクニン ヒツヨウ

		9						制御・シーケンス（V-CON）		○		○		○				◎		○		○		○				◎

		10						計測・RF送信機能（射場系とのRFリンク）		○		○		○				◎		○		○		○				◎		テストフライトで検証要。 ケンショウ ヨウ

		11						EMC								◎										◎				LE-9　2基形態／3基形態でエンジン電気系コンポーネント個数が異なるため両形態でEMC試験が必要。 キ ケイタイ キ ケイタイ デンキ ケイ コスウ コト リョウ ケイタイ シケン ヒツヨウ

		12						全機姿勢制御								◎														30、32形態で実施。 ケイタイ ジッシ

		13				推進		タンク加圧特性				◎						◎				◎						◎		LE-9　2基形態／3基形態でエンジン台数、加圧ガス流量が異なるため、地上予圧とのラップ（BFTでも検証できない）、オーバーシュート、アンダーシュートを両形態で確認要。 キ ケイタイ キ ケイタイ ダイスウ カアツ リュウリョウ コト チジョウ ヨアツ ケンショウ リョウ ケイタイ カクニン ヨウ

		14						エンジンクラスタ（横推力）				◎						◎				◎						◎		LE-9　2基形態／3基形態でエンジン配置、プルーム状況が異なるため、TF1前（30形態）、TF2前（20形態）共にT-0が必要。 キ ケイタイ キ ケイタイ ハイチ ジョウキョウ コト マエ ケイタイ マエ ケイタイ トモ ヒツヨウ

		15		設備				環境条件（音響・振動・熱）				◎						◎				◎						◎		同上 ドウジョウ

		16						煙道（噴煙排出）				◎						◎				◎						◎		同上 ドウジョウ

		17						音響低減（注水）				◎						◎				◎						◎		同上 ドウジョウ

		18						トーチ（未燃水素処理）				◎						◎				◎						◎		同上 ドウジョウ

		19						空調		○		○		○				?		○		○		○				?

		20						充填オペレーション		○		○		○				○		○		○		○				○		リサイクルはTF1前のGTVにて確認する。 マエ カクニン

		21						アンビリカル離脱								◎														アンビリカル離脱試験を実施する。 リダツ シケン ジッシ

		22						ホールドダウン								◎														ホールドダウン解除試験を実施する。 カイジョ シケン ジッシ

		23						号機間保全				○						◎				○						◎		テストフライトで検証要。 ケンショウ ヨウ







形態によるコンフィギュレーションの差異

		変更		系統		部位		共通化可否		対応方針

		LE-9基数対応		構造系		1段エンジン部エンジン支持構造		共通		エンジン2基形態で統一。（但し3基形態時に不要部品取外しも可能とする）

						1段アクチュエータバックアップ金具				エンジン2基形態で統一。

						1段アクチュエータブラケット		共通（一部処置有）		エンジン2基形態をベースとし、3基形態時は不要部品を取外す。

						1段LH2タンクシリンダ部フィードラインサポート

						1段エンジン部フィードラインサポート				3基形態で統一。但し開口部は塞ぐ。

						1段中央部フィードライン開口部				3基形態をベースとし、2基形態時は不要開口部を塞ぐ。

						機器搭載パネル		非共通		エンジン2基/3基形態時の機器配置に対応した配置とする。

				推進系		1段LH2ﾌｨｰﾄﾞﾗｲﾝ		共通		配管は共通形状。

						1段LH2注排液系				エンジン基数に係らず共通系統。

						1段LOX注排液系		共通（一部処置有）		3基形態をベースとし、2基形態時は不要系統を削除。

						1段LOXタンクサンプ				共通部品とし、不要穴を塞ぐ。

						1段LH2タンクサンプ

						1段LOXﾌｨｰﾄﾞﾗｲﾝ(含PSD)		共通（一部非共通）		共通部品。但し、エンジン2基の場合は延長配管を追加。

						1段LH2加圧系統				バルブ等はモジュール化し共通部品とし、配管は極力共通化。 

						1段LOX加圧系統				2基形態時は分岐部の不要穴を塞ぐ。

						パージ系				配管は極力共通化。2基形態時は分岐部の不要穴を塞ぐ。

				電気系		W/H		共通（一部処置有）		大部分を共通使用とし、端部をアダプタケーブルで対処する。

						熱電池				エンジン基数に合わせて搭載個数を変更。熱電池～PDBの配線大部分を共通使用とし、端部をアダプタケーブルで対処する。

						搭載機器配置／個数		共通（一部非共通）		3基形態をベースに2基形態ではNo.3エンジン用機器を非搭載とする。

										また、一部の機器配置も変更する。

				設備系		ML構造／煙道		共通		ML、及び、煙道（LP）は機体形態に拠らない。

						ホールドダウン		共通（一部処置有）		3基形態（30、32形態）のみホールドダウン使用。2基形態（22、24形態）では使用しない（ただし、ML移動時に使用するかは検討中）

						1段アンビリカル		共通		1/2段ともアンビリカルより上流の高圧ガス設備は共通。

						トーチ配置／個数		共通（一部処置有）		エンジン配置に合わせてトーチ位置を変更する。

						注水量／注水ノズル配置				エンジン配置／台数に合わせて、注水量／注水ノズル配置を変更する。

						ITVカメラ台数／配置				2基形態、3基形態でITVカメラ位置を変更する場合あり。

		SRB-3 本数対応		構造系		SRBフレーム		共通		SRB-3 4本形態で統一。

						SRB-3結合金具		共通（一部処置有）		SRB-3 4本形態で統一。但し、ベアリングは不要分を取外す。

				推進系		SRB-3空調ライン				SRB-3 4本形態で統一。不要系統は端部を塞ぐ。

				電気系		SRB-3系W/H				SRB-3 4本形態で統一。不要系統は端部をアダプタケーブルで対処。

				設備系		ML構造		共通		SRB-3 4本形態で使用可能な1つの大きな開口部を有する構造とし、固体本数による開口部形状は共通とする。打上時不要穴は処置しない。

						注水量／注水ノズル配置		共通（一部処置有）		エンジン配置／台数に合わせて、注水量／注水ノズル配置を変更する。

		ミッション対応仕様
（投入軌道による差異）		 電気系		2段搭載電池個数		共通（一部処置有）		長秒時ミッション時は機器用電池個数を4個→8個に変更。標準ミッション時をベースに長秒時ミッション時の み電池を追加。

						アンテナ配置／個数				配置は極力共通化、ミッションに応じて取外す。アンテナケーブルは共通搭載。

				設備系		衛星建屋 エイセイ タテヤ		非共通		衛星サイズにより使用する衛星建屋は異なる。 エイセイ シヨウ エイセイ タテヤ コト

						テレメータ局／コマンド局 キョク キョク		非共通		SSO、GTOで使用する地上局は異なる。 シヨウ チジョウ キョク コト





抽出した検証項目

										◎：そこでしか検証できない
○：複数の候補の一部
△：検証ステップの一部（部分的検証） ケンショウ フクスウ コウホ イチブ ケンショウ イチブ ブブンテキ ケンショウ

		No.		仕様書等の抽出した文書 シヨウショ トウ チュウシュツ ブンショ		項番
（or　IFサブシステム） コウバン		項目名
（or　IFサブシステム） コウモク メイ		内容 ナイヨウ		1段CFT ダン		GTV		フライト

		1		総合システム仕様書 ソウゴウ シヨウショ		3.2.2(1)		ミッション解析		衛星の要求する軌道に要求する状態で投入できることを確認するためのミッション解析が可能なシステムであること。
①最終のミッション解析は打上げ6ヶ月前に開始し、打上げ3ヶ月前までに完了させること。
②安全に関する解析は打上げ3.5ヶ月前までに完了できるシステムであること。
③フェアリングに関するミッションモディフィケーションが不要で、再現性の高いミッション(SSO/GTO等）に対しては、顧客キックオフ前に共通的なミッション解析内容を準備可能なこと。また、打上げまでに必要なミッション解析が実施できること。 エイセイ ヨウキュウ キドウ ヨウキュウ ジョウタイ トウニュウ カクニン カイセキ カノウ				○		○

		2		総合システム仕様書 ソウゴウ シヨウショ		3.2.2(2)		ミッションモディフィケーション		衛星に合わせた衛星フェアリング、衛星分離部及び衛星搭載アダプタを提供可能なこと。対応可能なミッションモディフィケーションを表3.2.2-1に示す。尚、ミッションモディフィケーションの一部は射場にて実施可能なこと。
ミッションモディフィケーションは以下を満足すること。
①衛星フェアリング、衛星分離部及び衛星搭載アダプタのミッションモディフィケーションを標準で12ヶ月前、最遅で打上げ6ヶ月前まで対応可能なシステムとすること。 エイセイ ア エイセイ エイセイ ブンリ ブ オヨ エイセイ トウサイ テイキョウ カノウ				○		○

		3		総合システム仕様書 ソウゴウ シヨウショ		3.2.3(1)		機体製造 キタイ セイゾウ		ロケット機体を製造可能なこと。
①コア機体、固体ロケットブースタ、フェアリング(標準部分)は、機体ファミリーによらず極力同一仕様とすること。 キタイ セイゾウ カノウ				○		○

		4		総合システム仕様書 ソウゴウ シヨウショ		3.2.3(2)		輸送		各製造工場から種子島宇宙センターへ輸送可能なこと。
①できるだけコスト・制約の少ない方法により輸送が可能なシステムとすること。また、輸送に支障のない重量、寸法とすること。 カク セイゾウ コウジョウ タネガシマ ウチュウ ユソウ カノウ				○		○

		5		総合システム仕様書 ソウゴウ シヨウショ		3.2.3(3)		保管		コア機体・固体ロケットブースタ・フェアリングを保管可能なこと。
①別途定める環境条件規定の条件下で、年間6機以上の打上げに対し、必要な期間、機数を保管可能なこと。 キタイ コタイ ホカン カノウ				○		○

		6		総合システム仕様書 ソウゴウ シヨウショ		3.2.3(4)		射場組立 シャジョウ クミタテ		射場に搬入された各サブシステム及びコンポーネントの組立を実施可能なこと。また、衛星/衛星フェアリングをロケット機体に搭載可能なこと。フェアリング結合後も衛星にアクセス可能なこと。
尚、ロケットシステムは可能な限り工場で完成させるものとし、射場では工場で実施不可のもののみを実施すること。ただし、ライフサイクルコスト低減に寄与する場合はこの限りではない。 カノウ エイセイ エイセイ キタイ トウサイ カノウ ケツゴウ ゴ エイセイ カノウ				○		○

		7		総合システム仕様書 ソウゴウ シヨウショ		3.2.3(5)		機能点検 キノウ テンケン		ミッション達成及び打上安全監理に必要な全機能を確認可能なシステムとすること。
以下に従い各システムごとに規定すること。ただし、ライフサイクルコストを考慮し、最適な方策を選択すること。
①打上げまでに、End to End、フルパスの機能確認が可能なシステムであること。
②点検のためのコンフィギュレーション変更を極力行わずに点検可能なシステムとすること。
③点検は条件設定を含め、極力自動化すること。
④点検データを蓄積し、トレンドデータを評価する機能を有すること。 カクニン カノウ				○		○

		8		総合システム仕様書 ソウゴウ シヨウショ		3.2.4(1)		カウントダウン		ロケット機体を射座に移動し、必要な推進薬を充填し、打上げ可能なシステムとすること。制御権は、地上制御/機体制御の移行が可能なこと。
打上げの際は、ロケットシステムにて必要な制御を実施可能なこと。
異常時にはロケットのシーケンスを安全に停止し、推進薬を安全に排出できること。 キタイ シャ ザ イドウ ヒツヨウ スイシン ヤク ジュウテン ウチア カノウ ウチア サイ ヒツヨウ セイギョ ジッシ カノウ イジョウ ジ アンゼン テイシ スイシン ヤク アンゼン ハイシュツ				○		○

		9		総合システム仕様書 ソウゴウ シヨウショ		3.2.4(2)		リサイクル		(a)リサイクル
打上げ延期が決まった場合、当初予定された打上げ時刻に対し、最短中2日で再打上時刻が設定可能であること。（ただし、延期要因排除時間を除く）
(b)逆行（逆VOS）作業
不具合等が発生した場合等に射場にて一部を除いたコンポーネント等の交換作業が可能であること。 サイタン ギャッコウ ギャク サギョウ				○		○

		10		総合システム仕様書 ソウゴウ シヨウショ		3.2.4(3)		フライト		衛星を所定の軌道に投入可能なこと。
フライト中飛行安全管制を実施可能なこと。 エイセイ ショテイ キドウ トウニュウ カノウ チュウ ヒコウ アンゼン カンセイ ジッシ カノウ				○		○

		11		総合システム仕様書 ソウゴウ シヨウショ		3.2.4(3)(b)		軌道投入精度 キドウ トウニュウ セイド		下記誤差要求を満足すること。（3σ値）
①SSO軌道
軌道長半径誤差 ：　±7.5 km
離心率　 ：　0～0.001　
軌道傾斜角誤差　 ：　±0.18 [度]
②GTO軌道(静止化ΔV=1500m/sの場合)
・遠地点高度誤差　：　±180 [km]
・近地点高度誤差　：　±60 [km]
・軌道傾斜角誤差　：　±0.2 [度]
③GTO軌道(静止化ΔV=1830m/sの場合)
・遠地点高度誤差　：　±180 [km]
・近地点高度誤差　：　±4 [km]
・軌道傾斜角誤差　：　±0.02 [度]
尚、3σ値は誘導機能を使用し、以下のばらつき要因を考慮すること。
・衛星質量の変動も含めた機体系誤差源
・その他、風など環境における変動要因 カキ ゴサ ヨウキュウ マンゾク チ ナオ チ ユウドウ キノウ シヨウ イカ ヨウイン コウリョ エイセイ シツリョウ ヘンドウ フク キタイ ケイ ゴサ ゲン タ カゼ カンキョウ ヘンドウ ヨウイン						◎

		12		総合システム仕様書 ソウゴウ シヨウショ		3.2.4(3)(c)①		正弦波振動		リフトオフから衛星分離までの間に、分離面において衛星に作用する正弦波振動（3σ上限値）は、以下を超えないこと。分離部後端面にこの振動が4オクターブ／分の速度で1往復作用するものとする。
・機軸方向  0.5G　　・機軸直交方向 0.4G						◎

		13		総合システム仕様書 ソウゴウ シヨウショ		3.2.4(3)(c)②		音響		フィルエフェクトを除くフェアリング内音響環境が下記に示す値を超えないこと。発射時のLE-9エンジン及びSRB-3から発生する音響並びに大気飛行中の遷音速及び動圧最大時の機体外の圧力変動により衛星フェアリング（防音ブランケット装備）内部に生ずる音響の包絡レベルであり、衛星周囲に一様に60秒間作用するものとする。但し、dBの基準値は2×10-5[Pa]の音圧レベル（SPL）である。
  ・SRB-3 0本  ： 134 dB　O.A.
　・SRB-3 2本　：　135.5 dB　O.A. 
　・SRB-3 4本　：　137 dB　O.A.						◎

		14		総合システム仕様書 ソウゴウ シヨウショ		3.2.4(3)(c)③		衝撃		衛星とロケットの結合部において衛星側に作用する衝撃は以下のレベルを超えることがないこと。この衝撃は全ての方向（3軸×2方向）に一様に作用するものとする。
・1000G以下（～10000Hz）
　（ただし、衛星分離はクランプバンド方式とした場合の値） エイセイ ケツゴウ ブ エイセイ ガワ サヨウ ショウゲキ イカ コ ショウゲキ スベ ホウコウ ジク ホウコウ イチヨウ サヨウ エイセイ ブンリ ホウシキ バアイ アタイ						◎

		15		総合システム仕様書 ソウゴウ シヨウショ		3.2.5(1)		号機間保全 ゴウキ カン ホゼン		ロケット打上げ後、次号機の打上げまでに必要な補修・機能確認を実施可能なシステムとすること。
打上げによる損傷補修にかかるコストを極力最小化可能なシステムとすること。 ウチア ゴ ジゴウ キ ウチア ヒツヨウ ホシュウ キノウ カクニン ジッシ カノウ						◎

		16		総合システム仕様書 ソウゴウ シヨウショ		3.2.5(2)		年間保全 ネンカン ホゼン		法定点検等地上設備を維持する上で必要となる点検を実施可能なシステムとすること。
構成するサブシステム、コンポーネントについて、検査、調整、修理、交換等が容易に行える構造あるいは配置とすること。
また、保全方法、保全周期、保全用部品等、保全性に関する事項を明確にすること。 ホウテイ テンケン ナド チジョウ セツビ イジ ウエ ヒツヨウ テンケン ジッシ カノウ				○		○

		17		総合システム仕様書 ソウゴウ シヨウショ		3.2.6		衛星関連作業 エイセイ カンレン サギョウ		衛星整備、推進薬充填、フェアリング結合が可能なこと。また、上記を実施可能な建屋を有すること。
①同一建屋での衛星点検/PAF結合/推進薬充填を可能とすること、または、棟間移動による衛星側人員の拘束時間を1/2以下とすること。
②ロケットとの作業干渉を発生させないこと。
③打上げ時人員残留可能な建屋を確保すること。 エイセイ セイビ スイシン ヤク ジュウテン ケツゴウ カノウ ジョウキ ジッシ カノウ タテヤ ユウ						◎

		18		総合システム仕様書 ソウゴウ シヨウショ		3.2.7(1)		打上げ輸送サービス期間 ウチア ユソウ キカン		標準サービス内容や標準機体仕様を明確にした上で、標準打上げ輸送サービス期間（顧客キックオフから打上げ）が12ヶ月で可能なシステムとすること。
また、フェアリングに関するミッションモディフィケーションが不要な衛星に対しては、ミッション解析を含めて、顧客キックオフから最短3ヶ月で可能なシステムとすること。 ヒョウジュン ナイヨウ ヒョウジュン キタイ シヨウ メイカク ウエ コキャク ウチア カノウ				○		○

		19		総合システム仕様書 ソウゴウ シヨウショ		3.2.7(2)		年間打上げ機数 ネンカン ウチア キスウ		年間6機以上の打上げが可能なシステムとすること。 キ イジョウ				○		○

		20		総合システム仕様書 ソウゴウ シヨウショ		3.2.7(3)		射場整備期間 シャジョウ セイビ キカン		任意の1ヶ月を打上げスロットとして設定し、当該打上げスロット内において2機の打上げを可能なよう、打上げ間隔を最短20日以下とすること。
①射場整備作業(コア機体VOS～打上げ)を13日以下で可能なシステムとすること。
②打上げ後、7日以内に次号機の組立整備作業に移行可能なこと。
③20日以内に次号機のカウントダウン作業に移行可能なこと。 ニンイ ゲツ ウチア セッテイ トウガイ ウチア ナイ キ ウチア カノウ ウチア カンカク サイタン ニチ イカ				○		○

		21		総合システム仕様書 ソウゴウ シヨウショ		3.2.7(3)(b)		衛星結合作業 エイセイ ケツゴウ サギョウ		・衛星とロケットとの結合作業開始から打上げまでの作業期間は最短8日間で実施可能なこと。 エイセイ サイタン ジッシ カノウ				○		○

		22		総合システム仕様書 ソウゴウ シヨウショ		3.2.7(3)(c)		レイトアクセス		・打上げ10時間前のフェアリングドアクローズまで、衛星へのアクセスが可能なこと。 ウチア ジカン マエ エイセイ カノウ				○		○

		23		総合システム仕様書 ソウゴウ シヨウショ		3.2.7(4)		並行運用		本ロケットの運用が安定するまで、現行基幹ロケットの運用を継続しながら、開発・運用可能なシステムとすること。				○		○

		24		総合システム仕様書 ソウゴウ シヨウショ		3.2.7(6)		開発期間 カイハツ キカン		N/A : KAT-14051「H3ロケット　開発プロジェクト計画書」にて規定				○		○

		25		総合システム仕様書 ソウゴウ シヨウショ		3.2.8(1)		打上げ価格 ウチア カカク		打上げ価格の前提条件を明確にし、ミッション要求に記す打上げ価格を実現するシステムであること。				○		○

		26		総合システム仕様書 ソウゴウ シヨウショ		3.2.8(2)		設備維持コスト セツビ イジ		設備維持コストの前提条件を明確にし、ミッション要求に記す設備維持コストを実現するシステムであること。				○		○

		27		ロケットシステム仕様書 シヨウショ		3.1.4.1(4)		衛星電気的インタフェース エイセイ デンキテキ		(a)衛星アンビリカル
(b)コマンド信号
(c)電力供給
(d)テレメトリ信号
(e)RFインタフェース
(f)電波・電磁環境 エイセイ シンゴウ デンリョク キョウキュウ シンゴウ デンパ デンジ カンキョウ				○

		28		ロケットシステム仕様書 シヨウショ		3.1.4.2(1)		地上施設設備システムとのインタフェース チジョウ シセツ セツビ		ICSによる				○

		29		ロケットシステム仕様書 シヨウショ		3.1.4.2(2)		打上安全監理システムとのインタフェース ウチア アンゼン カンリ		ICSによる				○

		30		ロケットシステム仕様書 シヨウショ		3.1.4.2(3)		総合システムの外部システム ソウゴウ ガイブ		・追跡データ中継衛星（TDRS）とのIF ツイセキ チュウケイ エイセイ						○

		31		ロケットシステム仕様書 シヨウショ		3.1.4.2(3)		総合システムの外部システム ソウゴウ ガイブ		・衛星測位システム（GNSS）とのIF

		32		ロケットシステム仕様書 シヨウショ		3.2.1.1(2)		飛行時間 ヒコウ ジカン		ロケットの標準飛行時間（打上げから衛星分離後（必要がある場合は、デブリ対策後）排液開始時まで）は、最大24,000秒とする。 ヒョウジュン ヒコウ ジカン ウチア エイセイ ブンリ ゴ ヒツヨウ バアイ タイサク ゴ ハイエキ カイシ ジ サイダイ ビョウ						○

		33		ロケットシステム仕様書 シヨウショ		3.2.1.2.1(1)		増速 ゾウソク		第一段推力調整：2段階の推力調整 ダイイチ ダン スイリョク チョウセイ ダンカイ スイリョク チョウセイ		◎

		34		ロケットシステム仕様書 シヨウショ		3.2.1.2.1(2)		推進薬供給 スイシン ヤク キョウキュウ		(a)液体酸素・液体水素をタンクに保持し、フィードラインを通じてエンジンに供給可能なこと。
(b)タンク圧を適切にコントロールすること エキタイ サンソ エキタイ スイソ ホジ ツウ キョウキュウ カノウ アツ テキセツ		◎

		35		ロケットシステム仕様書 シヨウショ		3.2.1.2.1(3)		飛行制御 ヒコウ セイギョ		ロケットは、航法・誘導制御を行い、衛星を指定された軌道に投入できること。 コウホウ ユウドウ セイギョ オコナ エイセイ シテイ キドウ トウニュウ						○

		36		ロケットシステム仕様書 シヨウショ		3.2.1.2.1(4)		計測通信 ケイソク ツウシン		ロケットは飛行評価に必要なロケットデータを収集・編集し、地上に送信しること。 ヒコウ ヒョウカ ヒツヨウ シュウシュウ ヘンシュウ チジョウ ソウシン						○

		37		ロケットシステム仕様書 シヨウショ		3.2.1.2.1(5)		衛星搭載 エイセイ トウサイ		ロケットは、3.1.2項に示す衛星を搭載し、適用文書(25)に規定する外部環境から保護すること。 コウ シメ エイセイ トウサイ テキヨウ ブンショ キテイ ガイブ カンキョウ ホゴ						○

		38		ロケットシステム仕様書 シヨウショ		3.2.1.2.1(6)		分離 ブンリ		ロケットは、ロケット及び衛星に有害な外乱を生じることなく、各段　及び　衛星を分離可能なこと。 オヨ エイセイ ユウガイ ガイラン ショウ カクダン オヨ エイセイ ブンリ カノウ						○

		39		ロケットシステム仕様書 シヨウショ		3.2.1.2.1(8)		電力供給 デンリョク キョウキュウ		ロケットは、飛行中、各系機器に必要な電力を供給すること。 ヒコウチュウ カク ケイ キキ ヒツヨウ デンリョク キョウキュウ						○

		40		ロケットシステム仕様書 シヨウショ		3.2.1.2.1(9)		荷重支持 カジュウ シジ		ロケットは、飛行中の推力・荷重を支持すること。 ヒコウチュウ スイリョク カジュウ シジ						○

		41		ロケットシステム仕様書 シヨウショ		3.2.1.2.1(10)		環境制御 カンキョウ セイギョ		ロケットは、飛行中、衛星　及び　ロケット搭載機器類の環境条件を保持すること。 ヒコウチュウ エイセイ オヨ トウサイ キキ ルイ カンキョウ ジョウケン ホジ						○

		42		ロケットシステム仕様書 シヨウショ		3.2.1.2.2(1)		衛星搭載 エイセイ トウサイ		ロケットは、射場で衛星を搭載可能なこと。 シャジョウ エイセイ トウサイ カノウ						○

		43		ロケットシステム仕様書 シヨウショ		3.2.1.2.2(2)		推進薬供給 スイシン ヤク キョウキュウ		(a)液体酸素・液体水素をタンクに保持し、フィードラインを通じてエンジンに供給可能なこと。
(b)タンク圧を適切にコントロールすること エキタイ サンソ エキタイ スイソ ホジ ツウ キョウキュウ カノウ アツ テキセツ		○		○

		44		ロケットシステム仕様書 シヨウショ		3.2.1.2.2(3)		注液・排液 チュウ エキ ハイエキ		(a)ロケットは、飛行　及び　地上運用に必要な燃料／酸化剤やガスをアンビリカルを通して注入できること。
(b)ロケットは、機体に注入された不要な燃料／酸化剤やガスを注排液ラインから、アンビリカルを通して安全に排出すること。
(c)ロケットは、極低温推進剤供給前に、予冷・置換により推進薬供給可能な状態とすること。
(d)ロケットは、予冷に使用した燃料／酸化剤やガスを安全に排出可能なこと。 ヒコウ オヨ チジョウ ウンヨウ ヒツヨウ ネンリョウ サンカザイ トオ チュウニュウ キタイ チュウニュウ フヨウ ネンリョウ サンカザイ チュウ ハイエキ トオ アンゼン ハイシュツ ゴク テイオン スイシン ザイ キョウキュウ マエ ヨレイ チカン スイシン ヤク キョウキュウ カノウ ジョウタイ ヨレイ シヨウ ネンリョウ サンカザイ アンゼン ハイシュツ カノウ		○		○

		45		ロケットシステム仕様書 シヨウショ		3.2.1.2.2(4)		計測通信 ケイソク ツウシン		(a)ロケットは、発射管制に必要なロケットデータを収集・編集し、LCSに送信すること。
(b)ロケットは、LCSからのコマンドを受信可能なこと。
(c)ロケットは、LCSとの間でソフトウェア及びデータのアップロード　及び　ダウンロードが可能なこと。 ハッシャ カンセイ ヒツヨウ シュウシュウ ヘンシュウ ソウシン ジュシン カノウ アイダ オヨ オヨ カノウ		○		○

		46		ロケットシステム仕様書 シヨウショ		3.2.1.2.2(6)		電力供給 デンリョク キョウキュウ		(a)ロケットは、地上施設設備から電力供給が受けられること。
(b)ロケットは、機体内部で各機器に電力を供給すること。 チジョウ シセツ セツビ デンリョク キョウキュウ ウ キタイ ナイブ カクキキ デンリョク キョウキュウ		○		○

		47		ロケットシステム仕様書 シヨウショ		3.2.1.2.2(7)		荷重支持 カジュウ シジ		ロケットは、地上においてコア機体底部を支点として起立すること。 チジョウ キタイ テイブ シテン キリツ		○		○

		48		ロケットシステム仕様書 シヨウショ		3.2.1.2.2(8)		環境制御 カンキョウ セイギョ		ロケットは、地上施設設備からの空調を受けて衛星　及び　ロケット搭載機器類の環境条件を保持すること。 チジョウシセツセツビ クウチョウ ウ エイセイ オヨ トウサイ キキ ルイ カンキョウ ジョウケン ホジ		○		○

		49		ロケットシステム仕様書 シヨウショ		3.2.1.2.3(3)		排液 ハイエキ								○

		50		ロケットシステム仕様書 シヨウショ		3.2.2(7)		飛行計画 ヒコウ ケイカク		飛行計画の設定は、安全要求（-006,-007,-011）に規定される飛行安全に関する要求を適用すること。標準サービススケジュールは表3.2.2-2による。 ヒコウ ケイカク セッテイ アンゼン ヨウキュウ キテイ ヒコウ アンゼン カン ヨウキュウ テキヨウ ヒョウジュン ヒョウ						○

		51		ロケットシステム仕様書 シヨウショ		3.2.3(1)		地上安全 チジョウ アンゼン		安全要求（-006,-007,-011）に従うこと。 アンゼン ヨウキュウ シタガ						○

		52		ロケットシステム仕様書 シヨウショ		3.2.3(2)		飛行安全 ヒコウ アンゼン		安全要求（-006,-007,-011）に従うこと。 アンゼン ヨウキュウ シタガ						○

		53		ロケットシステム仕様書 シヨウショ		3.2.3(3)		デブリ対策 タイサク		JMR-003Cに従い、英背分離後に第2段機体に対して以下を行うこと。
SSO(800km)：25年以内に地球に落下する軌道に変更すること。
GTO：遠地点高度を保護領域外とすること。 シタガ エイ セ ブンリ ゴ ダイ ダン キタイ タイ イカ オコナ ネン イナイ チキュウ ラッカ キドウ ヘンコウ エンチテン コウド ホゴ リョウイキ ガイ						○

		54		ロケットシステム仕様書 シヨウショ		3.2.6		保全性 ホゼンセイ		組立整備作業に必要な地上支援装置は打ち上げ後、7日以内に次号機の作業が実施可能なこと。 クミタテ セイビ サギョウ ヒツヨウ チジョウ シエン ソウチ ウ ア ゴ カイナイ ジ ゴウキ サギョウ ジッシ カノウ						○

		55		ロケットシステム仕様書 シヨウショ		3.3.3		機械的環境条件 キカイテキ カンキョウ ジョウケン		運用前の受入試験、地上燃焼試験、射点待機時、及び飛行中にサブシステム、コンポーネントが受ける以下の機械的環境に耐荷すること。
(1)正弦波振動、(2)純静的加速度、(3)音響、(4)ランダム振動、(5)衝撃、(6)圧力、(7)オーバプレッシャ ウンヨウ マエ ウケイレ シケン チジョウ ネンショウ シケン シャ テン タイキ ジ オヨ ヒコウチュウ ウ イカ キカイテキ カンキョウ				○

		56		ロケットシステム仕様書 シヨウショ		3.3.5		耐風 タイフウ		打上時の地上風は20m/s以下とする ウチアゲ ジ チジョウフウ イカ						○

		57		ロケットシステム仕様書 シヨウショ		3.3.7		耐湿 タイシツ		「H3ロケット環境条件」に示す環境条件下で耐蝕性を有するよう、適切な材料選定・表面処理を行うこと。また、短絡の発生しないよう、防湿被覆・シールド等で保護のこと。 カンキョウ ジョウケン シメ カンキョウ ジョウケン シタ タイ ショク セイ ユウ テキセツ ザイリョウ センテイ ヒョウメン ショリ オコナ タンラク ハッセイ ボウシツ ヒフク トウ ホゴ						○

		58		ロケットシステム仕様書 シヨウショ		3.3.8		耐候 タイ コウ		塩霧、砂塵、菌類、降雨、ひょうを考慮した設計とすること。
打上げ時の降雨量は8mm/h以下（TBD)とする。 シオ キリ スナ キンルイ コウウ コウリョ セッケイ ウチア ジ コウウ リョウ イカ						○

		59		ロケットシステム仕様書 シヨウショ		3.3.9		放射線 ホウシャセン		長秒時ミッションや南米上空の放射線帯SAAを通過するミッションにおいて、2段機器が曝される放射線環境に基づいて、シングル・イベントに対する発生確率の評価及び信頼度確保のために必要な対策を有する設計とすること。 チョウ ビョウ ジ ナンベイ ジョウクウ ホウシャセン タイ ツウカ ダン キキ サラ ホウシャセン カンキョウ モト タイ ハッセイ カクリツ ヒョウカ オヨ シンライド カクホ ヒツヨウ タイサク ユウ セッケイ						○

		60		ロケットシステム仕様書 シヨウショ		3.3.11		電磁適合性（EMC) デンジ テキゴウセイ		「EMC設計基準」による電磁適合性を有する設計とすること。 セッケイ キジュン デンジ テキゴウセイ ユウ セッケイ				○

		61		地上施設設備システム仕様書 チジョウシセツセツビ シヨウショ		3.2.5.1		打上げ ウチア		打上げ間隔最短20日を達成可能な地上施設設備システムであること。				○

		62		地上施設設備システム仕様書 チジョウシセツセツビ シヨウショ		3.2.5.2		射場整備作業 シャジョウ セイビ サギョウ		(1) 作業期間
 作業期間は以下とすること。
 ・射場整備作業（コア機体VOS～打上げ）：13日以下

(2) リサイクル作業
打上げ延期が決まった場合、中２日の再打上に対応可能であること。（ただし、延期要因排除時間を除く）

(3) 打上げ間整備作業
組立整備作業に必要な設備等は、打上げ後、7 日以内に次号機の作業が実施可能なこと。それ以外の設備等は、次号機打上げが20日以内に可能なように整備を行うことが可能であること。

(4) 点検作業
射場作業におけるロケットの点検には、点検のための専用装置や特殊な設備、装置等を使用ないよう考慮すること。

(5) 逆行作業
射場作業において、不具合等が発生した場合、必要な機材等を持ち込むことにより射場における指定箇所にて一部を除いたコンポーネント等の交換が可能であること。				○

		63		地上施設設備システム仕様書 チジョウシセツセツビ シヨウショ		3.7.1.1		射点系施設設備 シャ テン ケイ シセツ セツビ		(1) 機能
射点系設備は、下記の機能を有すること。
a) Ｈ３ロケットの各コンフィギュレーションに対応した組立、点検、整備
b) ペイロードの機体への組付け
c) Ｈ３ロケットの整備組立棟から射座への移動
d) Ｈ３ロケットへの推進薬、高圧ガスの充填、排出
e) Ｈ３ロケットの発射
f) 水素ガスの処理
g) 排水の処理
h) 機体またはペイロード等の不具合に伴う逆行作業
i) 設備の冷却、全体消火、音響低減用注水設備への水の供給

(2) 構成
射点設備系施設設備の構成は、下記の通りとする。
a) 整備組立棟（VAB）
b) 移動発射台（新ML）
c) 移動発射台運搬車
d) 吉信第2射座（LP2）
e) 多目的避雷塔
f) 水素ガス処理場（HDF）
g) 水系設備
h) 支援機械棟(LB)内空調設備
				○

		64		地上施設設備システム仕様書 チジョウシセツセツビ シヨウショ		3.7.1.3		ロケット試験系施設設備 シケン ケイ シセツセツビ		(1) 機能
ロケット試験系設備は、Ｈ３ロケットの組立、点検、整備及び打上にあたり、下記の機能を有すること。
a) 機能点検
b) ハンドリング
c) 機体、地上装置の制御、監視
d) 推進薬、高圧ガスの充填、排出
e) 打上げ
f) データ判定

(2) 構成
ロケット試験系設備の構成は、下記の通りとする。
a) 電気・電波系射場点検取扱設備
b) 推進系射場点検取扱設備
c) 機構系射場点検取扱設備
d) アンビリカル系射場点検取扱設備
e) フェアリング系射場点検取扱設備
f) 固体ロケット系射場点検取扱設備
g) ヒドラジン緊急排出装置
h) 射場点検取扱設備付帯設備（牽引車等）				○

		65		システム間ICS
（ロケット-設備） カン セツビ		機体		射点系		機体とVABのIF
（1F床荷重、クレーン能力、床位置、床荷重、ガス、緊急排出、etc.）				○

		66		システム間ICS
（ロケット-設備） カン セツビ		機体		射点系		機体とMLのIF
（発射固定台、機体支持、走行、包絡域、パッドドリフト、推進系、etc.）				○		◎

		67		システム間ICS
（ロケット-設備） カン セツビ		機体		射点系		流体的IF（使用流体、清浄度、環境条件、空調条件、推進系条件、貯蔵所系機能、未燃推進薬処理、etc.）				○

		68		システム間ICS
（ロケット-設備） カン セツビ		機体		射点系		音響低減用注水				○		◎

		69		システム間ICS
（ロケット-設備） カン セツビ		機体		射点系		監視用モニタ				○

		70		システム間ICS
（ロケット-設備） カン セツビ		機体		射点系		通信機器（テレメータ・保安用コマンド）とのIF（ハットアンテナ）				○

		71		システム間ICS
（ロケット-設備） カン セツビ		機体		ペイロード系		FRGと地上施設設備とのIF（SFA2、SFA、STA2、FRG運搬台車、FRG空調車、FRG系AGE、etc.）				○

		72		システム間ICS
（ロケット-設備） カン セツビ		機体		保安物系		固体、液体推進薬貯蔵・保管				○

		73		システム間ICS
（ロケット-設備） カン セツビ		機体		ネットワーク系		LCSソフトウェアとLCSのIF				○

		74		システム間ICS
（ロケット-設備） カン セツビ		機体		ネットワーク系		設備系制御、監視項目				○

		75		システム間ICS
（ロケット-設備） カン セツビ		GSE		射点系		MLとのIF（アンビリカル系、操作・モニタ項目、etc.)				○

		76		システム間ICS
（ロケット-設備） カン セツビ		GSE		共通系		共通系施設設備関連（電力）				○

		77		システム間ICS
（ロケット-打安監理） カン ウ アン カンリ		機体		射場系		通信機器とのIF（テレメータ、飛行安全専用テレメータ、保安用コマンド）				○		◎

		78		システム間ICS
（ロケット-打安監理） カン ウ アン カンリ		機体		飛行安全系		通信機器とのIF（指令破壊系）				○		◎

		79		システム間ICS
（ロケット-打安監理） カン ウ アン カンリ		機体		気象系		風観測				○

		80		システム間ICS
（ロケット-打安監理） カン ウ アン カンリ		GSE		気象系		共通系施設設備関連（電力）				○

		81		システム間ICS
（設備-打安監理） カン セツビ ダ ヤス カンリ		射点系		射場系		自動カウントダウンシーケンス（準備完了、緊急停止、カウントダウンシーケンス、リフトオフ）				○

		82		システム間ICS
（設備-打安監理） カン セツビ ダ ヤス カンリ		射点系		射場系		VAB電波中継（テレメータ、保安用コマンド）				○

		83		システム間ICS
（設備-打安監理） カン セツビ ダ ヤス カンリ		ネットワーク系		射場系		ロケットテレメトリデータ				○		◎

		84		システム間ICS
（設備-打安監理） カン セツビ ダ ヤス カンリ		ネットワーク系		射場系		局設備				○		◎

		85		システム間ICS
（設備-打安監理） カン セツビ ダ ヤス カンリ		共通系		射場系		共通系施設設備関連（電力、音声、信号伝送網、時刻情報、画像伝送網）				○

		86		システム間ICS
（設備-打安監理） カン セツビ ダ ヤス カンリ		射点系		飛行安全系		VAB電波中継（ロケット保安用コマンド）				○

		87		システム間ICS
（設備-打安監理） カン セツビ ダ ヤス カンリ		共通系		飛行安全系		共通系施設設備関連（電力）				○

		88		システム間ICS
（設備-打安監理） カン セツビ ダ ヤス カンリ		射点系		地上安全系		地上安全関連（防災）				○

		89		システム間ICS
（設備-打安監理） カン セツビ ダ ヤス カンリ		ペイロード系		地上安全系		地上安全関連（防災）				○

		90		システム間ICS
（設備-打安監理） カン セツビ ダ ヤス カンリ		保安物系		地上安全系		地上安全関連（防災）				○

		91		システム間ICS
（設備-打安監理） カン セツビ ダ ヤス カンリ		ネットワーク系		地上安全系		地上安全関連（防災）				○

		92		システム間ICS
（設備-打安監理） カン セツビ ダ ヤス カンリ		共通系		地上安全系		共通系施設設備関連（電力）				○

		93		システム間ICS
（設備-打安監理） カン セツビ ダ ヤス カンリ		射点		気象系		気象データ（気象観測、高層風観測）				○

		94		システム間ICS
（設備-打安監理） カン セツビ ダ ヤス カンリ		共通系		気象系		共通系施設設備関連（電力）				○

		95		NU132089		4		エンジンIF条件 ジョウケン		エンジン横推力 ヨコ スイリョク		◎

		96		NU132089		9-13		環境条件 カンキョウ ジョウケン		音響／ランダム振動、正弦波振動、衝撃、加熱環境、オーバープレッシャ オンキョウ シンドウ セイゲンハ シンドウ ショウゲキ カネツ カンキョウ						◎

		97		NU132089		17		LH2タンク加圧系 カアツ ケイ		地上予圧及び定常加圧とのオーバーラップ チジョウ ヨアツ オヨ テイジョウ カアツ		◎

		98		NU132089		19		液温成層 エキオン セイソウ		外部入熱環境 ガイブ ニュウネツ カンキョウ						◎

		99		NU132089		20,23		加圧ガス流量 カアツ リュウリョウ		LH2タンク、LOXタンクの定常加圧性能 テイジョウ カアツ セイノウ						◎

		100		NU132089		72		フェアリングとのIF		工場出荷時に寸法検査等により検証し、最終確認はGTVとする。 コウジョウ シュッカ ジ スンポウ ケンサ トウ ケンショウ サイシュウ カクニン				○

		101		NU132089		73		カスタマー（ペイロード）とのIF		同上 ドウジョウ				○

		102		NU132089		75		整備性 セイビ セイ		基本的には工場検査にて一通りの確認を実施するため工場で検証可能であるが、実際の射場運用作業にて次号機への反映事項が抽出されるものと推定される。 キホンテキ コウジョウ ケンサ ヒトトオ カクニン ジッシ コウジョウ ケンショウ カノウ ジッサイ シャジョウ ウンヨウ サギョウ ジ ゴウキ ハンエイ ジコウ チュウシュツ スイテイ				○





総シ

		表4-2　総合システム仕様書のコンプライアンスマトリクスから抽出した項目 ヒョウ ソウゴウ シヨウショ チュウシュツ コウモク

		No.		項番 コウバン		項目名 コウモク メイ		内容 ナイヨウ		GTV/1段CFT ダン		フライト

		1		3.2.2(1)		ミッション解析		衛星の要求する軌道に要求する状態で投入できることを確認するためのミッション解析が可能なシステムであること。
①最終のミッション解析は打上げ6ヶ月前に開始し、打上げ3ヶ月前までに完了させること。
②安全に関する解析は打上げ3.5ヶ月前までに完了できるシステムであること。
③フェアリングに関するミッションモディフィケーションが不要で、再現性の高いミッション(SSO/GTO等）に対しては、顧客キックオフ前に共通的なミッション解析内容を準備可能なこと。また、打上げまでに必要なミッション解析が実施できること。 エイセイ ヨウキュウ キドウ ヨウキュウ ジョウタイ トウニュウ カクニン カイセキ カノウ		○		○

		2		3.2.2(2)		ミッションモディフィケーション		衛星に合わせた衛星フェアリング、衛星分離部及び衛星搭載アダプタを提供可能なこと。対応可能なミッションモディフィケーションを表3.2.2-1に示す。尚、ミッションモディフィケーションの一部は射場にて実施可能なこと。
ミッションモディフィケーションは以下を満足すること。
①衛星フェアリング、衛星分離部及び衛星搭載アダプタのミッションモディフィケーションを標準で12ヶ月前、最遅で打上げ6ヶ月前まで対応可能なシステムとすること。 エイセイ ア エイセイ エイセイ ブンリ ブ オヨ エイセイ トウサイ テイキョウ カノウ		○		○

		3		3.2.3(1)		機体製造 キタイ セイゾウ		ロケット機体を製造可能なこと。
①コア機体、固体ロケットブースタ、フェアリング(標準部分)は、機体ファミリーによらず極力同一仕様とすること。 キタイ セイゾウ カノウ		○		○

		4		3.2.3(2)		輸送		各製造工場から種子島宇宙センターへ輸送可能なこと。
①できるだけコスト・制約の少ない方法により輸送が可能なシステムとすること。また、輸送に支障のない重量、寸法とすること。 カク セイゾウ コウジョウ タネガシマ ウチュウ ユソウ カノウ		○		○

		5		3.2.3(3)		保管		コア機体・固体ロケットブースタ・フェアリングを保管可能なこと。
①別途定める環境条件規定の条件下で、年間6機以上の打上げに対し、必要な期間、機数を保管可能なこと。 キタイ コタイ ホカン カノウ		○		○

		6		3.2.3(4)		射場組立 シャジョウ クミタテ		射場に搬入された各サブシステム及びコンポーネントの組立を実施可能なこと。また、衛星/衛星フェアリングをロケット機体に搭載可能なこと。フェアリング結合後も衛星にアクセス可能なこと。
尚、ロケットシステムは可能な限り工場で完成させるものとし、射場では工場で実施不可のもののみを実施すること。ただし、ライフサイクルコスト低減に寄与する場合はこの限りではない。 カノウ エイセイ エイセイ キタイ トウサイ カノウ ケツゴウ ゴ エイセイ カノウ		○		○

		7		3.2.3(5)		機能点検 キノウ テンケン		ミッション達成及び打上安全監理に必要な全機能を確認可能なシステムとすること。
以下に従い各システムごとに規定すること。ただし、ライフサイクルコストを考慮し、最適な方策を選択すること。
①打上げまでに、End to End、フルパスの機能確認が可能なシステムであること。
②点検のためのコンフィギュレーション変更を極力行わずに点検可能なシステムとすること。
③点検は条件設定を含め、極力自動化すること。
④点検データを蓄積し、トレンドデータを評価する機能を有すること。 カクニン カノウ		○		○

		8		3.2.4(1)		カウントダウン		ロケット機体を射座に移動し、必要な推進薬を充填し、打上げ可能なシステムとすること。制御権は、地上制御/機体制御の移行が可能なこと。
打上げの際は、ロケットシステムにて必要な制御を実施可能なこと。
異常時にはロケットのシーケンスを安全に停止し、推進薬を安全に排出できること。 キタイ シャ ザ イドウ ヒツヨウ スイシン ヤク ジュウテン ウチア カノウ ウチア サイ ヒツヨウ セイギョ ジッシ カノウ イジョウ ジ アンゼン テイシ スイシン ヤク アンゼン ハイシュツ		○		○

		9		3.2.4(2)		リサイクル		(a)リサイクル
打上げ延期が決まった場合、当初予定された打上げ時刻に対し、最短中2日で再打上時刻が設定可能であること。（ただし、延期要因排除時間を除く）
(b)逆行（逆VOS）作業
不具合等が発生した場合等に射場にて一部を除いたコンポーネント等の交換作業が可能であること。 サイタン ギャッコウ ギャク サギョウ		○		○

		10		3.2.4(3)		フライト		衛星を所定の軌道に投入可能なこと。
フライト中飛行安全管制を実施可能なこと。 エイセイ ショテイ キドウ トウニュウ カノウ チュウ ヒコウ アンゼン カンセイ ジッシ カノウ		○		○

		11		3.2.4(3)(b)		軌道投入精度 キドウ トウニュウ セイド		下記誤差要求を満足すること。（3σ値）
①SSO軌道
軌道長半径誤差 ：　±7.5 km
離心率　 ：　0～0.001　
軌道傾斜角誤差　 ：　±0.18 [度]
②GTO軌道(静止化ΔV=1500m/sの場合)
・遠地点高度誤差　：　±180 [km]
・近地点高度誤差　：　±60 [km]
・軌道傾斜角誤差　：　±0.2 [度]
③GTO軌道(静止化ΔV=1830m/sの場合)
・遠地点高度誤差　：　±180 [km]
・近地点高度誤差　：　±4 [km]
・軌道傾斜角誤差　：　±0.02 [度]
尚、3σ値は誘導機能を使用し、以下のばらつき要因を考慮すること。
・衛星質量の変動も含めた機体系誤差源
・その他、風など環境における変動要因 カキ ゴサ ヨウキュウ マンゾク チ ナオ チ ユウドウ キノウ シヨウ イカ ヨウイン コウリョ エイセイ シツリョウ ヘンドウ フク キタイ ケイ ゴサ ゲン タ カゼ カンキョウ ヘンドウ ヨウイン				◎

		12		3.2.4(3)(c)①		正弦波振動		リフトオフから衛星分離までの間に、分離面において衛星に作用する正弦波振動（3σ上限値）は、以下を超えないこと。分離部後端面にこの振動が4オクターブ／分の速度で1往復作用するものとする。
・機軸方向  0.5G　　・機軸直交方向 0.4G				◎

		13		3.2.4(3)(c)②		音響		フィルエフェクトを除くフェアリング内音響環境が下記に示す値を超えないこと。発射時のLE-9エンジン及びSRB-3から発生する音響並びに大気飛行中の遷音速及び動圧最大時の機体外の圧力変動により衛星フェアリング（防音ブランケット装備）内部に生ずる音響の包絡レベルであり、衛星周囲に一様に60秒間作用するものとする。但し、dBの基準値は2×10-5[Pa]の音圧レベル（SPL）である。
  ・SRB-3 0本  ： 134 dB　O.A.
　・SRB-3 2本　：　135.5 dB　O.A. 
　・SRB-3 4本　：　137 dB　O.A.				◎

		14		3.2.4(3)(c)③		衝撃		衛星とロケットの結合部において衛星側に作用する衝撃は以下のレベルを超えることがないこと。この衝撃は全ての方向（3軸×2方向）に一様に作用するものとする。
・1000G以下（～10000Hz）
　（ただし、衛星分離はクランプバンド方式とした場合の値） エイセイ ケツゴウ ブ エイセイ ガワ サヨウ ショウゲキ イカ コ ショウゲキ スベ ホウコウ ジク ホウコウ イチヨウ サヨウ エイセイ ブンリ ホウシキ バアイ アタイ				◎

		15		3.2.5(1)		号機間保全 ゴウキ カン ホゼン		ロケット打上げ後、次号機の打上げまでに必要な補修・機能確認を実施可能なシステムとすること。
打上げによる損傷補修にかかるコストを極力最小化可能なシステムとすること。 ウチア ゴ ジゴウ キ ウチア ヒツヨウ ホシュウ キノウ カクニン ジッシ カノウ				◎

		16		3.2.5(2)		年間保全 ネンカン ホゼン		法定点検等地上設備を維持する上で必要となる点検を実施可能なシステムとすること。
構成するサブシステム、コンポーネントについて、検査、調整、修理、交換等が容易に行える構造あるいは配置とすること。
また、保全方法、保全周期、保全用部品等、保全性に関する事項を明確にすること。 ホウテイ テンケン ナド チジョウ セツビ イジ ウエ ヒツヨウ テンケン ジッシ カノウ		○		○

		17		3.2.6		衛星関連作業 エイセイ カンレン サギョウ		衛星整備、推進薬充填、フェアリング結合が可能なこと。また、上記を実施可能な建屋を有すること。
①同一建屋での衛星点検/PAF結合/推進薬充填を可能とすること、または、棟間移動による衛星側人員の拘束時間を1/2以下とすること。
②ロケットとの作業干渉を発生させないこと。
③打上げ時人員残留可能な建屋を確保すること。 エイセイ セイビ スイシン ヤク ジュウテン ケツゴウ カノウ ジョウキ ジッシ カノウ タテヤ ユウ				◎

		18		3.2.7(1)		打上げ輸送サービス期間 ウチア ユソウ キカン		標準サービス内容や標準機体仕様を明確にした上で、標準打上げ輸送サービス期間（顧客キックオフから打上げ）が12ヶ月で可能なシステムとすること。
また、フェアリングに関するミッションモディフィケーションが不要な衛星に対しては、ミッション解析を含めて、顧客キックオフから最短3ヶ月で可能なシステムとすること。 ヒョウジュン ナイヨウ ヒョウジュン キタイ シヨウ メイカク ウエ コキャク ウチア カノウ		○		○

		19		3.2.7(2)		年間打上げ機数 ネンカン ウチア キスウ		年間6機以上の打上げが可能なシステムとすること。 キ イジョウ		○		○

		20		3.2.7(3)		射場整備期間 シャジョウ セイビ キカン		任意の1ヶ月を打上げスロットとして設定し、当該打上げスロット内において2機の打上げを可能なよう、打上げ間隔を最短20日以下とすること。
①射場整備作業(コア機体VOS～打上げ)を13日以下で可能なシステムとすること。
②打上げ後、7日以内に次号機の組立整備作業に移行可能なこと。
③20日以内に次号機のカウントダウン作業に移行可能なこと。 ニンイ ゲツ ウチア セッテイ トウガイ ウチア ナイ キ ウチア カノウ ウチア カンカク サイタン ニチ イカ		○		○

		21		3.2.7(3)(b)		衛星結合作業 エイセイ ケツゴウ サギョウ		・衛星とロケットとの結合作業開始から打上げまでの作業期間は最短8日間で実施可能なこと。 エイセイ サイタン ジッシ カノウ		○		○

		22		3.2.7(3)(c)		レイトアクセス		・打上げ10時間前のフェアリングドアクローズまで、衛星へのアクセスが可能なこと。 ウチア ジカン マエ エイセイ カノウ		○		○

		23		3.2.7(4)		並行運用		本ロケットの運用が安定するまで、現行基幹ロケットの運用を継続しながら、開発・運用可能なシステムとすること。		○		○

		24		3.2.7(6)		開発期間 カイハツ キカン		N/A : KAT-14051「H3ロケット　開発プロジェクト計画書」にて規定		○		○

		25		3.2.8(1)		打上げ価格 ウチア カカク		打上げ価格の前提条件を明確にし、ミッション要求に記す打上げ価格を実現するシステムであること。		○		○

		26		3.2.8(2)		設備維持コスト セツビ イジ		設備維持コストの前提条件を明確にし、ミッション要求に記す設備維持コストを実現するシステムであること。		○		○

								◎：そこでしか検証できない
○：複数の候補の一部
△：検証ステップの一部（部分的検証） ケンショウ フクスウ コウホ イチブ ケンショウ イチブ ブブンテキ ケンショウ





ロケ仕

		表4-3　ロケットシステム仕様書のコンプライアンスマトリクスから抽出された検証項目 ヒョウ シヨウショ チュウシュツ ケンショウ コウモク

		No.		項番 コウバン		項目名 コウモク メイ				システム試験
機体による確認 シケン キタイ カクニン		フライト試験
機体による確認 シケン キタイ カクニン		システム
試験 シケン		フライト
試験 シケン

		1		3.1.4.1		衛星インタフェース エイセイ		タイトル

		2		3.1.4.1(3)		機械的インタフェース キカイテキ				○

		3		3.1.4.1(4)		電気的インタフェース デンキテキ				○				○				1

		4		3.1.4.1(5)		流体的インタフェース リュウタイ テキ				○

		5		3.1.4.1(6)		衛星アクセス エイセイ				○

		6		3.1.4.2		外部インタフェース ガイブ		タイトル

		7		3.1.4.2(1)		地上施設設備システムとのインタフェース チジョウ シセツ セツビ								○				1

		8		3.1.4.2(2)		打上安全監理システムとのインタフェース ウチア アンゼン カンリ								○				1

		9		3.1.4.2(3)		総合システムの外部システム ソウゴウ ガイブ										○		1

		10		3.2		ロケットシステムの特性 トクセイ		タイトル

		11		3.2.1		性能と機能 セイノウ キノウ		タイトル

		12		3.2.1.1		性能 セイノウ		タイトル

		13		3.2.1.1(1)		機体主要諸元 キタイ シュヨウ ショゲン				○

		14		3.2.1.1(2)		飛行時間 ヒコウ ジカン										○		1

		15		3.2.1.2		主要機能 シュヨウ キノウ		タイトル

		16		3.2.1.2.1		飛行機能 ヒコウ キノウ		タイトル

		17		3.2.1.2.1(1)		増速 ゾウソク								○				1

		18		3.2.1.2.1(2)		推進薬供給 スイシン ヤク キョウキュウ								○				1

		19		3.2.1.2.1(3)		飛行制御 ヒコウ セイギョ										○		1

		20		3.2.1.2.1(4)		計測通信 ケイソク ツウシン										○		1

		21		3.2.1.2.1(5)		衛星搭載 エイセイ トウサイ										○		1

		22		3.2.1.2.1(6)		分離 ブンリ										○		1

		23		3.2.1.2.1(7)		安全化 アンゼンカ						○

		24		3.2.1.2.1(8)		電力供給 デンリョク キョウキュウ										○		1

		25		3.2.1.2.1(9)		荷重支持 カジュウ シジ										○		1

		26		3.2.1.2.1(10)		環境制御 カンキョウ セイギョ										○		1

		27		3.2.1.2.1(11)		点検 テンケン				○

		28		3.2.1.2.2		打上げ準備機能 ウチア ジュンビ キノウ		タイトル

		29		3.2.1.2.2(1)		衛星搭載 エイセイ トウサイ										○		1

		30		3.2.1.2.2(2)		推進薬供給 スイシン ヤク キョウキュウ								○				1

		31		3.2.1.2.2(3)		注液・排液 チュウ エキ ハイエキ								○				1

		32		3.2.1.2.2(4)		計測通信 ケイソク ツウシン										○		1

		33		3.2.1.2.2(5)		安全化 アンゼンカ						○

		34		3.2.1.2.2(6)		電力供給 デンリョク キョウキュウ										○		1

		35		3.2.1.2.2(7)		荷重支持 カジュウ シジ										○		1

		36		3.2.1.2.2(8)		環境制御 カンキョウ セイギョ										○		1

		37		3.2.1.2.2(9)		点検 テンケン				○

		38		3.2.1.2.3		飛行後安全化機能 ヒコウ ゴ アンゼンカ キノウ		タイトル

		39		3.2.1.2.3(3)		排液 ハイエキ								○				1

		40		3.2.2		整備・運用性 セイビ ウンヨウセイ		タイトル

		41		3.2.2(1)		設計及び工場整備 セッケイ オヨ コウジョウ セイビ				○

		42		3.2.2(2)		輸送性 ユソウセイ				○

		43		3.2.2(3)		射場整備 シャジョウ セイビ				○

		44		3.2.2(4)		カウントダウン制御 セイギョ				○

		45		3.2.2(5)		リサイクル作業 サギョウ				○

		46		3.2.2(6)		交換作業 コウカン サギョウ				○

		47		3.2.2(7)		飛行計画 ヒコウ ケイカク										○		1

		48		3.2.3		安全性 アンゼンセイ		タイトル

		49		3.2.3(1)		地上安全 チジョウ アンゼン										○		1

		50		3.2.3(2)		飛行安全 ヒコウ アンゼン										○		1

		51		3.2.3(3)		デブリ対策 タイサク										○		1

		52		3.2.6		保全性 ホゼンセイ										○		1

		53		3.2.7		保管 ホカン				○

		54		3.3		設計条件 セッケイ ジョウケン		タイトル

		55		3.3.3		機械的環境条件 キカイテキ カンキョウ ジョウケン								○				1

		56		3.3.5		耐風 タイフウ										○		1

		57		3.3.7		耐湿 タイシツ										○		1

		58		3.3.8		耐候 タイ コウ										○		1

		59		3.3.9		放射線 ホウシャセン										○		1

		60		3.3.10		清浄度 セイジョウド				○

		61		3.3.11		電磁適合性（EMC) デンジ テキゴウセイ								○				1

		62		3.3.12		人間工学 ニンゲン コウガク				○





地上設備シ

		表4-4　地上施設設備システム仕様書のコンプライアンスマトリクスから抽出した項目 ヒョウ チジョウシセツセツビ シヨウショ チュウシュツ コウモク

		No.		項番 コウバン		項目名 コウモク メイ		内容 ナイヨウ		GTV/
1段CFT ダン		フライト

		1		3.2.5		タイトル

		2		3.2.5.1		打上げ ウチア		打上げ間隔最短20日を達成可能な地上施設設備システムであること。		○

		3		3.2.5.2		射場整備作業 シャジョウ セイビ サギョウ		(1) 作業期間
 作業期間は以下とすること。
 ・射場整備作業（コア機体VOS～打上げ）：13日以下

(2) リサイクル作業
打上げ延期が決まった場合、中２日の再打上に対応可能であること。（ただし、延期要因排除時間を除く）

(3) 打上げ間整備作業
組立整備作業に必要な設備等は、打上げ後、7 日以内に次号機の作業が実施可能なこと。それ以外の設備等は、次号機打上げが20日以内に可能なように整備を行うことが可能であること。

(4) 点検作業
射場作業におけるロケットの点検には、点検のための専用装置や特殊な設備、装置等を使用ないよう考慮すること。

(5) 逆行作業
射場作業において、不具合等が発生した場合、必要な機材等を持ち込むことにより射場における指定箇所にて一部を除いたコンポーネント等の交換が可能であること。		○

		4		3.7		タイトル				○

		5		3.7.1		タイトル				○

		6		3.7.1.1		射点系施設設備 シャ テン ケイ シセツ セツビ		(1) 機能
射点系設備は、下記の機能を有すること。
a) Ｈ３ロケットの各コンフィギュレーションに対応した組立、点検、整備
b) ペイロードの機体への組付け
c) Ｈ３ロケットの整備組立棟から射座への移動
d) Ｈ３ロケットへの推進薬、高圧ガスの充填、排出
e) Ｈ３ロケットの発射
f) 水素ガスの処理
g) 排水の処理
h) 機体またはペイロード等の不具合に伴う逆行作業
i) 設備の冷却、全体消火、音響低減用注水設備への水の供給

(2) 構成
射点設備系施設設備の構成は、下記の通りとする。
a) 整備組立棟（VAB）
b) 移動発射台（新ML）
c) 移動発射台運搬車
d) 吉信第2射座（LP2）
e) 多目的避雷塔
f) 水素ガス処理場（HDF）
g) 水系設備
h) 支援機械棟(LB)内空調設備
		○

		7		3.7.1.3		ロケット試験系施設設備 シケン ケイ シセツセツビ		(1) 機能
ロケット試験系設備は、Ｈ３ロケットの組立、点検、整備及び打上にあたり、下記の機能を有すること。
a) 機能点検
b) ハンドリング
c) 機体、地上装置の制御、監視
d) 推進薬、高圧ガスの充填、排出
e) 打上げ
f) データ判定

(2) 構成
ロケット試験系設備の構成は、下記の通りとする。
a) 電気・電波系射場点検取扱設備
b) 推進系射場点検取扱設備
c) 機構系射場点検取扱設備
d) アンビリカル系射場点検取扱設備
e) フェアリング系射場点検取扱設備
f) 固体ロケット系射場点検取扱設備
g) ヒドラジン緊急排出装置
h) 射場点検取扱設備付帯設備（牽引車等）		○

								◎：そこでしか検証できない
○：複数の候補の一部
△：検証ステップの一部（部分的検証） ケンショウ フクスウ コウホ イチブ ケンショウ イチブ ブブンテキ ケンショウ













ICS

		表4-6　各システム間インタフェース管理仕様書から抽出した項目 ヒョウ カク カン カンリ シヨウショ チュウシュツ コウモク

		No		IFするシステム						項目		検証計画				備考

				ロケット
システム		地上施設設備
システム		打上安全監理
システム ウチアゲアンゼン カンリ				GTV/
1段CFT		TF#1,2

		1		機体		射点系				機体とVABのIF
（1F床荷重、クレーン能力、床位置、床荷重、ガス、緊急排出、etc.）		○

		2		機体		射点系				機体とMLのIF
（発射固定台、機体支持、走行、包絡域、パッドドリフト、推進系、etc.）		○		○		パッドドリフトは、フライト実証。 ジッショウ

		3		機体		射点系				流体的IF（使用流体、清浄度、環境条件、空調条件、推進系条件、貯蔵所系機能、未燃推進薬処理、etc.）		○

		4		機体		射点系				音響低減用注水		○		○

		5		機体		射点系				監視用モニタ		○

		6		機体		射点系				通信機器（テレメータ・保安用コマンド）とのIF（ハットアンテナ）		○

		7		機体		ペイロード系				FRGと地上施設設備とのIF（SFA2、SFA、STA2、FRG運搬台車、FRG空調車、FRG系AGE、etc.）		○

		8		機体		保安物系				固体、液体推進薬貯蔵・保管		○

		9		機体		ネットワーク系				LCSソフトウェアとLCSのIF		○

		10		機体		ネットワーク系				設備系制御、監視項目		○

		11		GSE		射点系				MLとのIF（アンビリカル系、操作・モニタ項目、etc.)		○

		12		GSE		共通系				共通系施設設備関連（電力）		○

		13		機体				射場系		通信機器とのIF（テレメータ、飛行安全専用テレメータ、保安用コマンド）		○		○		保安用コマンドシステムは、現行基幹ロケットで飛行実証＋GTVでI/F検証

		14		機体				飛行安全系		通信機器とのIF（指令破壊系）		○		○　		保安用コマンドシステムは、現行基幹ロケットに搭載実証＋GTVでI/F検証

		15		機体				気象系		風観測		○

		16		GSE				気象系		共通系施設設備関連（電力）		○

		17				射点系		射場系		自動カウントダウンシーケンス（準備完了、緊急停止、カウントダウンシーケンス、リフトオフ）		○

		18				射点系		射場系		VAB電波中継（テレメータ、保安用コマンド）		○

		19				ネットワーク系		射場系		ロケットテレメトリデータ		○		○　

		20				ネットワーク系		射場系		局設備		○		○

		21				共通系		射場系		共通系施設設備関連（電力、音声、信号伝送網、時刻情報、画像伝送網）		○

		22				射点系		飛行安全系		VAB電波中継（ロケット保安用コマンド）		○

		23				共通系		飛行安全系		共通系施設設備関連（電力）		○

		24				射点系		地上安全系		地上安全関連（防災）		○

		25				ペイロード系		地上安全系		地上安全関連（防災）		○

		26				保安物系		地上安全系		地上安全関連（防災）		○

		27				ネットワーク系		地上安全系		地上安全関連（防災）		○

		28				共通系		地上安全系		共通系施設設備関連（電力）		○

		29				射点		気象系		気象データ（気象観測、高層風観測）		○

		30				共通系		気象系		共通系施設設備関連（電力）		○





NU132089より

		表4-7　H3ロケット　1段ステージ燃焼試験検証計画（検証ステップ）から抽出された項目 ヒョウ ダン ネンショウ シケン ケンショウ ケイカク ケンショウ チュウシュツ コウモク

		No.		抽出前の表のNo. チュウシュツ マエ ヒョウ		項目名 コウモク メイ		内容 ナイヨウ		1段CFT ダン		GTV		フライト

		1		4		エンジンIF条件 ジョウケン		エンジン横推力 ヨコ スイリョク		◎

		2		9-13		環境条件 カンキョウ ジョウケン		音響／ランダム振動、正弦波振動、衝撃、加熱環境、オーバープレッシャ オンキョウ シンドウ セイゲンハ シンドウ ショウゲキ カネツ カンキョウ						◎

		3		17		LH2タンク加圧系 カアツ ケイ		地上予圧及び定常加圧とのオーバーラップ チジョウ ヨアツ オヨ テイジョウ カアツ		◎

		4		19		液温成層 エキオン セイソウ		外部入熱環境 ガイブ ニュウネツ カンキョウ						◎

		5		20,23		加圧ガス流量 カアツ リュウリョウ		LH2タンク、LOXタンクの定常加圧性能 テイジョウ カアツ セイノウ						◎

		6		72		フェアリングとのIF		工場出荷時に寸法検査等により検証し、最終確認はGTVとする。 コウジョウ シュッカ ジ スンポウ ケンサ トウ ケンショウ サイシュウ カクニン				○

		7		73		カスタマー（ペイロード）とのIF		同上 ドウジョウ				○

		8		75		整備性 セイビ セイ		基本的には工場検査にて一通りの確認を実施するため工場で検証可能であるが、実際の射場運用作業にて次号機への反映事項が抽出されるものと推定される。 キホンテキ コウジョウ ケンサ ヒトトオ カクニン ジッシ コウジョウ ケンショウ カノウ ジッサイ シャジョウ ウンヨウ サギョウ ジ ゴウキ ハンエイ ジコウ チュウシュツ スイテイ				○

								◎：そこでしか検証できない
○：複数の候補の一部
△：検証ステップの一部（部分的検証） ケンショウ フクスウ コウホ イチブ ケンショウ イチブ ブブンテキ ケンショウ













FMEA

		システムFMEAからシステム評価が必要と抽出された項目 ヒョウカ ヒツヨウ チュウシュツ コウモク

		FM No.		故障モード コショウ		故障因子 コショウ インシ

		102-1-2(2)		タンク圧力を適切に制御できない アツリョク テキセツ セイギョ		・加圧システム応答特性不良（制御コントローラ遅れと加圧／減圧バルブ遅れのカップリング） カアツ オウトウ トクセイ フリョウ セイギョ オク カアツ ゲンアツ オク

		217(4)		正しく制御できない タダ セイギョ		・センサ計測不良
・構造強度合成不足
・構造振動特性不良（計測応答性と制御応答性と機体応答性のカップリング） ケイソク フリョウ コウゾウ キョウド ゴウセイ フソク コウゾウ シンドウ トクセイ フリョウ ケイソク オウトウ セイ セイギョ オウトウセイ キタイ オウトウセイ

		200(2)		エンジン作動中にエンジン推力を利用して姿勢制御ができない。 サドウチュウ スイリョク リヨウ シセイ セイギョ		・姿勢制御遅れ不良
・アクチュエータ応答不良（姿勢制御コントローラ遅れとアクチュエータ応答遅れのカップリング） シセイ セイギョ オク フリョウ オウトウ フリョウ シセイ セイギョ オク オウトウ オク

		198(2)		正しく姿勢制御できない。 タダ シセイ セイギョ		・姿勢制御遅れ不良
・ガスジェット応答不良（姿勢制御コントローラ遅れとガスジェット応答遅れのカップリング） シセイ セイギョ オク フリョウ オウトウ フリョウ シセイ セイギョ オク オウトウ オク

		072(1)		衛星を外部環境から保護できない エイセイ ガイブ カンキョウ ホゴ		・環境制御不良（空調・熱）
・機械特性不良（振動） カンキョウ セイギョ フリョウ クウチョウ ネツ キカイ トクセイ フリョウ シンドウ





飛行実証計画

		イベント				確認すべき機能・性能 カクニン キノウ セイノウ

						液体エンジン・推進系 エキタイ スイシン ケイ		固体ブースタ コタイ		構造・分離 コウゾウ ブンリ		環境（衛星・
　ロケット機体） カンキョウ エイセイ キタイ		電気・誘導制御 デンキ ユウドウ セイギョ								設備 セツビ

				カウントダウン		タンク加圧特性 カアツ トクセイ								熱電池起動 ネツ デンチ キドウ

				LE-9着火 チャッカ		LE-9始動 シドウ								1段ACT耐荷性能 ダン タイカ セイノウ										射点ダメージ
（号機間保全） シャ テン ゴウキ カン ホゼン

				ホールドダウン解除 カイジョ		LE-9定常性能
タンク圧制御特性
 テイジョウ セイノウ アツ セイギョ トクセイ				ホールドダウン解除*1 カイジョ

				SRB-3点火
リフトオフ テンカ				SRB-3点火 テンカ		アンビリカル離脱 リダツ		オーバープレッシャ
リフトオフ音響環境 オンキョウ カンキョウ						飛行経路 ヒコウ ケイロ		射点近傍位置速度計測 シャ テン キンボウ イチ ソクド ケイソク		電波リンク
（コマンド・テレメータ） デンパ

		1段フェーズ ダン		LE-9/SRB-3定常燃焼*1 テイジョウ ネンショウ				定常燃焼性能 テイジョウ ネンショウ セイノウ				遷音速時音響環境
プルーム加熱
空力加熱 セン オンソク ジ オンキョウ カンキョウ カネツ クウリキ カネツ		1段ACTによるLE-9舵角制御特性 ダン ダカク セイギョ トクセイ

				SRB-3燃焼終了 ネンショウ シュウリョウ				燃焼停止特性 ネンショウ テイシ トクセイ						SRB-3燃焼終了検知 ネンショウ シュウリョウ ケンチ						位置速度計測 イチ ソクド ケイソク

				SRB-3分離 ブンリ				SRB-3分離特性 ブンリ トクセイ

				LE-9スロットリング*1		LE-9スロットリング作動 サドウ

				フェアリング分離 ブンリ						フェアリング分離特性 ブンリ トクセイ

				LE-9燃焼終了 ネンショウ シュウリョウ		推進薬枯渇検知性能
LE-9停止 スイシン ヤク コカツ ケンチ セイノウ テイシ						最大静加速度 サイダイ セイ カソクド

				1/2段分離 ダン ブンリ						1/2段分離特性 ダン ブンリ トクセイ

		2段フェーズ ダン		LE-5B-3初回着火 ショカイ チャッカ		予冷特性
LE-5B-3始動
タンク過渡加圧 ヨレイ トクセイ シドウ カト カアツ										RCS（ガスジェット）作動特性 サドウ トクセイ

				LE-5B-3定常燃焼 テイジョウ ネンショウ		LE-5B-3定常性能
タンク圧制御特性 テイジョウ セイノウ アツ セイギョ トクセイ								2段ACTによるLE-5B-3舵角制御特性

				LE-5B-3燃焼終了 ネンショウ シュウリョウ		LE-5B-3停止 テイシ

				コースティング*1		低G環境での推薬保持
軌道上熱環境における推薬蒸発特性 テイ カンキョウ スイ ヤク ホジ キドウジョウ ネツ カンキョウ スイ ヤク ジョウハツ トクセイ						低加速度環境
軌道上外部入熱 テイ カソクド カンキョウ キドウジョウ ガイブ ニュウネツ

				LE-5B-3再着火*1 サイ チャッカ		予冷特性
LE-5B-3始動
タンク過渡加圧 ヨレイ トクセイ シドウ カト カアツ

				LE-5B-3定常燃焼*1 テイジョウ ネンショウ		LE-5B-3定常性能
タンク圧制御特性 テイジョウ セイノウ アツ セイギョ トクセイ								2段ACTによるLE-5B-3舵角制御特性 ダン ダカク セイギョ トクセイ

				LE-5B-3燃焼終了*1 ネンショウ シュウリョウ		LE-5B-3停止
停止インパルス テイシ テイシ

				衛星分離 エイセイ ブンリ						PAF作動 サドウ				軌道投入精度 キドウ トウニュウ セイド

				デブリ防止対応 ボウシ タイオウ		LE-5B-3作動 サドウ

				*1：TF2のみ







2. TF2のミッション
2.1 ミッション概要

 飛行計画
 SECO1まではALOS3と同様の飛行経路を適用

 SECO1後、小型副衛星を分離、その後コーストフェーズを経て、制御再突入の実証

 VEP-4については、制御再突入のための再着火後に衛星分離部（PAF）の動作を実証

（分離するが衛星フレームとストッパボルトで機体に保持）

機体現在位置（リフトオフ～第2段機体落下）

第2段再着火
（制御再突入開始）

VEP-4分離実証
（ストッパボルト有）

CE-SAT-IE分離

TIRSAT分離

SECO1



2. TF2のミッション
2.1 ミッション概要

 VEP-4の概要およびペイロード搭載図
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VEP-4

衛星分離部
（ストッパボルト含む）

CE-SAT-IE

TIRSAT

VEP-4および小型副衛星搭載図
(衛星フェアリング内)

サイズ
上部 ：φ約1.2m×約0.4m
支柱部 ：□約0.4m×高さ約3.5m

質量 約2.6トン

VEP-4外観



 CE-SAT-IEの概要

2. TF2のミッション
2.1 ミッション概要
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呼称 シー・イー・サット・ワン・イー

開発機関 キヤノン電子㈱

サイズ 約50×50×80㎝

質量 約70kg

ミッション内容

キヤノングループの技術を元に開発した超小型衛星により、
地上解像度0.8[mGSD]の静止画・8K動画の撮影を新型
の検出器を用いて行う。また新規開発のミッション用計算機
による衛星内データ処理能力の向上、姿勢制御器の出力
強化よる俊敏性の増進、電波通信の高速化などバス性能
の改善も図っている。これらにより、地表物体のみならず、天
体・宇宙物体を、それぞれに適切な空間分解能・時間分解
能・撮影時間・信号雑音比・範囲で撮影することができる。
衛星の性能向上、自社地上局を用いた運用時の使いやす
さの改善を軌道上で検証する。

CE-SAT-IE外観



 TIRSATの概要

2. TF2のミッション
2.1 ミッション概要
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呼称 ティー・アイ・アール・サット

開発機関

一般財団法人宇宙システム開発利用推進機構
セーレン㈱
㈱ビジョンセンシング
㈱アークエッジ・スペース

サイズ 約12×12×38㎝

質量 約5kg

ミッション内容

世界規模の新型コロナウイルス感染症拡大の影響で、グ
ローバルなサプライチェーンの寸断リスクが浮き彫りとなり、迅
速な情報収集が急務となった。この問題に対処するためには、
世界の主要生産地域の工場等稼働状況を把握する仕組
みの構築が必要で、これには人工衛星を活用したリモートセ
ンシングが有効である。特に、熱赤外センサを用いることで、
工場などの熱源を感知し、稼働状況を推定することができる。
今回、経済産業省が開発を進めてきた非冷却熱赤外セン
サと超小型衛星バスによる熱赤外超小型衛星を軌道投入
し実環境での実証を行う。これにより、将来の危機に備える
情報収集手段としての有効性を確認する。

TIRSAT外観



2. TF2のミッション
2.2 機体形態

TF1とTF2の比較

TF2（H3-22S）

TF1 TF2
機体形態 H3-22S H3-22S

ペイロード ALOS-3
VEP-4

小型副衛星（CE-SAT-IE）
小型副衛星（TIRSAT）

衛星フェアリング ショートフェアリング ショートフェアリング

第1段
（LE-9）

Type1×2基
Type1×1基

Type1A×1基

固体ロケットブースタ

（SRB-3)
2本搭載 2本搭載

第2段
（LE-5B-3）

1基搭載

1基搭載
TF1不具合対応として
エキサイタ改修品搭載

搭載機器
H3-22S対応の

各機器を搭載

H3-22S対応の

各機器を搭載

TF1不具合対策として

PSC2改修品搭載

赤字はTF2での主要変更点 16



 直接原因の対策
 エキサイタの改修

• 内部の電気部品の絶縁強化およびX線CT検査強化絶縁強化

• トランジスタに印加される電圧が定格内となるように部品選別

• 以上を施したエキサイタの製造を完了し、TF2に装着して機能点検を完了

 PSC2の改修

• 製造済みのPSC2から定電圧ダイオードを削除し工場にて機能点検を完了、出荷準備中

 システム真空試験

• 改修後の同等仕様の実機の2段（LE-5B-3エンジンはエキサイタ作動に必要な機器のみ）を用い

て、真空状態での動作確認を行い、正常であることを確認

3. TF2に向けた準備状況
3.1 TF1からの反映状況

17

真空チャンバー



 背後要因の対策
 1.2項に示した3つの視点からの確認を行い、設計等への反映事項はないことを確認

 信頼性向上
 1.3項に示した以下の信頼性向上に資する改善事項を反映し、機能点検を完了

• H3ロケットの計測データ充実化

• H3ロケットの冗長切り替えロジック改善

3. TF2に向けた準備状況
3.1 TF1からの反映状況

18冗長切り替えロジック改善



3. TF2に向けた準備状況
3.2 LE-9エンジン（Type1A）の開発状況

 LE-9 エンジン開発方針

 2 段階開発 【注1】 を計画。このため、TF2以降 に向けては引き続き評価 を行い、 複数の候補
の中から 最適な仕様を選定することとしていた。

【注1】 2 段階開発

• Type1 エンジン：TF1に向け、早期に認定を完了（実績のある機械加工噴射器等）

• Type2 エンジン：TF2以降に向け、追って認定の上適用

 Type2エンジンに向けた翼振動計測試験（FTP2の矢、2023年2月~）において、1 の矢
で見られていた 回転非同期の応答は抑制したが、一部共振応答が大きいデータが得ら
れており、恒久対策として更なる改良および試験が必要と判断される状況。

 これに伴い、TF2以降の当面の打上げに対応するType1A エンジンを準備することとした。
このため、翼振動計測試験による設計成立性の確認を経て、認定燃焼試験（QT）によ
り設計を確性することとした。
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3. TF2に向けた準備状況
3.2 LE-9エンジン（Type1A）の開発状況

 LE-9エンジン仕様比較

20

Type1（TF1） Type1A（TF2~） Type2

FTP 0の矢
（剛性の向上、減衰力の強化）

Type1と同じ 恒久対策仕様※1

OTP 1の矢（タービン入口部の流れの
不均一性を抑制）

恒久対策仕様
（Type1と同じ）

恒久対策仕様
（Type1と同じ）

噴射器 機械加工 Type1と同じ 恒久対策仕様※2

その他コンポーネント Type1仕様 恒久対策仕様
（主として既に開発試験で実績があるもの）

恒久対策仕様

※1 FTPの恒久対策仕様として、タービン効率の向上を図る複数の設計案
を検討中。これまでに試験実績のある0の矢、1の矢の設計をベースとす
ることでリスクを低減する。

※2 噴射機の恒久対策仕様として、3D造形技術の適用による製品コスト
低減等を計画。

LE-9エンジン概要図



3. TF2に向けた準備状況
3.2 LE-9エンジン（Type1A）の開発状況

 QTの試験目的

 Type1Aエンジン【注1】を確性対象として、エンジン組立および主要部品がフライト用に使用しうる機
能・性能を有すること、および製造・検査設備ならびに製造工程が適切であることを保証

【注1】Type 1Aエンジン：LE-9エンジンは2段階開発であり、このうちType1AエンジンはTF2 に向けた
暫定仕様エンジン、Type2エンジンが恒久対策エンジン

 試験方針

 TF2用1台目のエンジンはType1エンジンとして領収燃焼試験済

 TF2用2台目のエンジンはType1Aエンジンとし、極力早期のTF2打上げに向け、QTを前/後半に
分割し、その間にTF2用2台目エンジンの領収燃焼試験（AT）を実施

 比較的手戻りが発生しやすい作動範囲確認はQT前半に行い、後半では寿命実証を行う計画
とし、QT後半での手戻りのリスク（再ATのリスク）を抑制
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TF2-1
AT

（注）
Type1
エンジン

QT前半 TF2-2
AT

QT後半

#1 #2 #3 #4 #5 #6 #7 #8

A
T
模
擬

フ
ラ
イ
ト

模
擬

作
動

範
囲
#1

作
動
範
囲
・
寿
命
実
証
#1

作
動
範
囲
・
寿
命
実
証
#2

作
動
範
囲
・
寿
命
実
証
#3

作
動
範
囲
・
寿
命
実
証
#4

作
動
範
囲
・
寿
命
実
証
#5



3. TF2に向けた準備状況
3.2 LE-9エンジン（Type1A）の開発状況

 QTの結果概要

 当初計画どおり、データを取得済み。
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着火日時
試験時間

[秒]
燃焼圧力

[Mpa]
FTP回転数

[rpm]
OTP回転数

[rpm] 備考

第1回 8月10日
16時57分

258.7
（270.0）

10.41
（10.60）

40,629
（41,255）

17,308
（17,169）

液体酸素の残量検知により、計画通り
自動停止

第2回 9月8日
18時42分

251.6
（280.0）

10.40
（10.43）

40,569
（40,668）

17,280
（17,322）

液体酸素の残量検知により、計画通り
自動停止

第3回 9月14日
16時53分

209.8
（255.0）

10.71
（10.70）

42,062
（42,000）

17,914
（17,919）

OTP入口圧力が下限値に達し、計画
通り自動停止

第4回 11月17日
16時30分

284.8
（320.0）

11.13
（11.13）

43,124
（43,114）

18,104
（18,100）

OTP入口圧力が下限値に達し、計画
通り自動停止

第5回 11月23日
16時15分

259.8
（300.0）

11.16
（11.16）

44,713
（44,620）

18,065
（17,899）

液体酸素の残量検知により、計画通り
自動停止

第6回 11月30日
16時13分

203.5秒
（250.0）

10.44
（10.44）

40，539
（40，434）

17,295
（17,310）

OTP入口圧力が下限値に達し、計画
通り自動停止

第7回 12月6日
18時21分

282.2秒
（320.0）

9.26
（9.10）

37,574
（36,976）

16,810
（16,800）

OTP入口圧力が下限値に達し、計画
通り自動停止

第8回 12月12日
16時27

188.3 秒
（209.0）

9.44
（9.44）

40,952
（40,681）

16,698
（16,584）

液体酸素の流量上限検知により、計
画通り自動停止

【注】（）は計画値



3. TF2に向けた準備状況
3.2 LE-9エンジン（Type1A）の開発状況

 累積試験秒時
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実機型



3. TF2に向けた準備状況
3.2 LE-9エンジン（Type1A）の開発状況

 主要作動点マップ
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【注1】エンジン混合比： 推進剤の混合の割合（液体酸素/液体水素）。本図で混合比が高いほど燃焼温度が高い。

【注1】 高低



3. TF2に向けた準備状況
3.3 射場での準備状況

25

打上げに向け、
射場整備作業実施中

2023年10月18日
種子島に到着した1段機体

2023年10月30日
1段機体 VOS

組立を完了したロケット機体

2023年10月31日
2段機体 VOS

2023年11月7,8日
SRB-3 VOS



4．今後の予定

 TF2に向けた開発状況（まとめ）

 TF1の反映、LE-9エンジンType1Aの認定燃焼試験を完了し、射場での点検作業を進めている。

 引き続き必要な検証を入念に行った上で、打上げ準備作業に移行する予定。

 打上げ日を以下のとおり設定し、準備を進める。

 打上げ日 ： 2024年2月15日（木） 9時22分55秒～13時6分34秒
 予備日 ： 2024年2月16日（金） ～ 2024年3月31日（日）

 H-IIA F48との関係

• 共通の設備があるため、F48打上げ後にH3用に切り替え、TF2の射場作業を開始
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4．今後の予定

 打上げに向けた作業の流れ

（写真はH3TF1での様子）
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衛星フェアリングVOS
（TF1での様子）

リハーサル
アーミング/

クローズアウト

打上げ機体移動

PSC2交換
/リサイクル

推進系、電気系等
の機能点検

VEP-4・小型衛星の
衛星フェアリング収缶

衛星フェアリングVOS

最終機能点検  （写真はH3TF1での様子）
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 特設サイト

TF2打上げに向けた最新情報を掲載

https://www.rocket.jaxa.jp/rocket/h3/tf2_special/index.html

 ロケットナビゲータ

H3ロケットに係る詳細情報を掲載

https://www.rocket.jaxa.jp/rocket/h3/
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 H3ロケットへの応援メッセージ

応募いただいたメッセージを衛星フェアリングに貼り付けて、打上げに臨む

 特設サイト、X（旧Twitter）で応援メッセージを募集

 応募総数 2,931件（応募期間：11月10日～30日）

 「RTF：Return To Flight（飛行再開フライト）」の文字に白抜きで印字
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H3ロケットの開発が始まったのは2014年。

大型のロケットとして

約20年ぶりの開発は挑戦の連続だった。

今、再び挑む。

打上げのその瞬間まで、徹底的に磨き抜く。

待っている人々のために。

宇宙輸送の未来のために。

再挑戦。
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